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広報うだ　 ２

宇陀路桜めぐり特
集

水と緑・歴史と文化が共生するまち「宇陀」の春を彩る『桜』。春の休日は市内の桜めぐりを楽しみましょう。

榛原区 

 室生区 

菟田野区 
大宇陀区 

豊
か
な
宇
陀
。
今
年
も
ま

た
、
春
の
暖
か
な
陽
射
し

を
浴
び
て
、
宇
陀
を
鮮
や
か
に
彩

る
桜
が
各
地
で
咲
き
乱
れ
ま
す
。

今
年
の
春
は
、
ぜ
ひ
市
内
の
桜

を
め
ぐ
り
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
素

晴
ら
し
い
自
然
を
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
訪
れ
た
場

所
で
そ
の
土
地
の
人
々
と
ふ
れ
あ

い
、
交
流
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

市
内
各
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
新

た
な
発
見
も
き
っ
と
見
つ
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
回
ご
紹
介
す
る
桜
以

外
に
も
、
市
内
に
は
多
く
の
桜
が

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
お
気
に
入

り
の
桜
を
見
つ
け
、
あ
な
た
だ
け

の
「
桜
マ
ッ
プ
」
を
作
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③【
水
分
桜（
桜
街
道
）】

菟
田
野
区
古
市
場
。
宇
陀
水
分

神
社
近
く
、
芳
野
川
沿
い
に
桜
並

木（
約
１
０
０
本
）が
約
５
０
０
m

続
く
。
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
川
の
水
面
に
映
る
桜
が
幻
想

的
。
▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
有
り
▼
交

通
＝
古
市
場
水
分
神
社
前
バ
ス
停

下
車
す
ぐ
▼
見
ご
ろ
＝
４
月
上
旬

④【
平
井
大
師
山
の
桜
】

菟
田
野
区
平
井
。
石
仏
群
で
知

ら
れ
る
平
井
大
師
山
に
は
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
１
０
０
本
以
上
が
群
生
。
中

で
も
最
大
級（
樹
高
18
m
）の
桜
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
▼
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
有
り
▼
交
通
＝
古
市
場

水
分
神
社
前
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩

20
分
▼
見
ご
ろ
＝
４
月
上
旬

①【
本
郷
の
瀧
桜（
又
兵
衛
桜
）】

大
宇
陀
区
本
郷
。
樹
齢
３
０
０

年
と
い
わ
れ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。

例
年
、
数
万
人
の
花
見
客
が
訪
れ

る
。
▼
催
し
＝
４
／
１
〜
16
▼
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
有
り
▼
駐
車
場
有
り

（
有
料
）▼
交
通
＝
大
宇
陀
高
校
前

バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
15
分
▼
見
ご

ろ
＝
４
月
上
旬
〜
中
旬

②【
天
益
寺
の
桜
】

大
宇
陀
区
迫
間
。
境
内
に
咲
く

壮
大
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。
夜
桜
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
。
▼
催
し
＝

４
／
８
▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
有
り
▼

交
通
＝
大
宇
陀
高
校
前
バ
ス
停
下

車
、
徒
歩
５
分
▼
見
ご
ろ
＝
４
月

上
旬

【
桜
デ
ー
タ
】

⑤【
仏
隆
寺
の
桜
】

榛
原
区
赤
埴
。
県
下
最
大
最
古

（
樹
齢
９
０
０
年
）の
モ
チ
ヅ
キ
ザ

ク
ラ
で
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
年
々
花
見
客
が
増
加

中
。
▼
催
し
＝
４
／
15
▼
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
有
り
▼
駐
車
場
有
り（
約

10
台
）▼
交
通
＝
高
井
バ
ス
停
下

車
、
東
へ
２
km
、
徒
歩
30
分
▼
見

ご
ろ
＝
４
月
中
旬

⑥【
悟
真
寺
の
桜
】

榛
原
区
自
明
。
境
内
に
咲
き
誇

る
見
事
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。
▼
駐

車
場
有
り（
約
５
台
）▼
交
通
＝
曽

爾
・
上
内
牧
行
バ
ス
自
明
下
車
、

徒
歩
10
分
▼
見
ご
ろ
＝
４
月
中
旬

⑦【
大
野
寺
の
桜
】

室
生
区
大
野
。
樹
齢
３
０
０
年

と
言
わ
れ
る
小
糸
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

２
本
と
、
30
本
の
紅
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
が
美
を
競
い
合
う
。
対
岸
に
刻

ま
れ
た
弥
勒
菩
薩
磨
崖
仏
が
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
。
▼
交
通
＝
室
生

口
大
野
駅
か
ら
、
徒
歩
５
分
▼
見

ご
ろ
＝
４
月
上
旬

⑧【
西
光
寺
の
桜
】

室
生
区
室
生
。
樹
齢
３
０
０
年

と
い
わ
れ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。
城

之
山
桜
と
命
名
さ
れ
、
寺
の
開
基

と
共
に
植
樹
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

▼
交
通
＝
室
生
寺
前
バ
ス
停
下

車
、
徒
歩
20
分
▼
見
ご
ろ
＝
４
月

中
旬

緑

⑦【大野寺の桜】

⑧【西光寺の桜】

④【平井大師山の桜】





広報うだ　 ４

平成１８年度当初予算が去る3月議会で審議され可決されました。
旧大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村が合併して初めての通年の予算編成ですが、編成の時期が市長の

選挙前で市長不在であったことから、今年度の予算は、経常的経費と旧町村から引き継いだ継続事業のみを
計上しており、政策的経費や投資的経費を抑えた緊縮型の骨格予算となっています。
今後は、市長がこの予算に独自の政策を盛り込んでいくことになります。
今月号では、宇陀市が誕生して初めて成立した通年予算概要について紹介します。

平成１８年度

宇陀市の予算が決まりました

一般会計　歳入・歳出　１７０億７,０００万円

県支出金　 
７億２,７３６万３千円 

繰入金 
８億５,６７３万円 

地方交付税 
８０億円 

地方消費税交付金 
２億８,９３５万円 
地方譲与税　 
４億９,３７１万５千円 
地方特例交付金 
　 　７,４５８万２千円 
その他交付金　 
３億２,５１９万１千円 
 

繰越金　４億５千万円 
使用料・手数料　 
　　２億９,１０２万１千円 
分担金・負担金　 
　　２億４,７５５万９千円 
諸収入　　 
　１億２,４２３万２千円 
財産収入  
　１億３,９８９万９千円 
寄附金　　　　１千円 
 

市税 
２９億９,９９１万７千円 

国庫支出金 
１０億３,１８４万円 

自主財源 

依存財源 

市債 
１０億１,８６０万円 

　１．人件費 
　２．物件費 
　３．維持補修費 
　４．扶助費 
　５．補助費等 
　６．投資的経費 
　７．公債費 
　８．繰出金 
　９．積立金 
１０．投資及び出資金 
１１．その他（貸付金・予備費） 

歳出合計 
義務的経費（１＋４＋７） 

予算額 
50億7,552万6千円 
24億2,045万9千円 
　　6,153万8千円 
13億8,457万4千円 
20億3,900万5千円 
　4億8,261万3千円 
38億9,529万3千円 
16億7,540万2千円 
　　　　 62万4千円 
　　　　96万6千円 
　　 3,400万円 

 170億7,000万円 
103億5,539万3千円 

項目 
　性質別にみた一般会計歳出予算額 

【歳入】

災害復旧費・予備費 
    ３,０００万１千円 

総務費 
１８億８,９３５万８千円 

 土木費 
１３億３,８１７万２千円 

農林水産業費 
９億３５０万７千円 

消防費 
１０億８,９３３万６千円 

議会費 
１億６,３２１万９千円 

商工費 
２億６,８４０万７千円 
 

民生費 
３９億３,４３６万円 

公債費 
３８億９,５２８万９千円 

教育費 
２０億３,０６３万７千円 

衛生費 
１５億２,７７１万４千円 

市税 
地方譲与税 
地方消費税交付金 
地方特例交付金 
地方交付税 
国庫支出金・県支出金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
繰入金・繰越金 
市債 
その他 

合　計 

予算額 
　29億9,991万7千円 
　　4億9,371万5千円 
　　2億8,935万円 

　　　7,458万2千円 
　80億円 

　17億5,920万3千円 
　　2億4,755万9千円 
　　2億9,102万1千円 

　13億673万円 
　10億1,860万円 

 　　5億8,932万3千円 
　170億7,000万円 

区分 
議　会　費 
総　務　費 
民　生　費 
衛　生　費 
農 林 水 産 業 費  
商　工　費 
土　木　費 
消　防　費 
教　育　費 
公　債　費 
災害復旧費・予備費 

合　計 

予算額 
  　1億6,321万9千円 
  18億8,935万8千円 
　39億3,436万円 

　15億2,771万4千円 
　　9億350万7千円 
　　2億6,840万7千円 
　13億3,817万2千円 
　10億8,933万6千円 
　20億3,063万7千円 
　38億9,528万9千円 
  　　　3,000万1千円 
170億7,000万円 

区分 

【歳出】

【
財
政
用
語
の
解
説
】

☆
歳
　
入
☆

●
市
税

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
（
市

民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
が
大
部
分
を
占
め
ま
す
）

●
地
方
譲
与
税

自
動
車
重
量
税
な
ど
、
国
税
と
し
て
徴
収

し
て
市
へ
譲
与
さ
れ
る
お
金

●
地
方
消
費
税
交
付
金

県
が
徴
収
し
た
地
方
消
費
税
の
う

ち
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

●
地
方
特
例
交
付
金

恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減

収
の
一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
の
、
地
方
税
の
代
替
的
性
格

を
有
す
る
財
源
で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

●
地
方
交
付
税

市
町
村
間
の
格
差
を
是
正
し
、
す
べ
て
の

地
方
公
共
団
体
で
一
定
の
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
、
国
税
（
所
得
税
･
法
人
税
な
ど
）
収
入
な
ど

の
中
か
ら
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

●
国
庫
（
県
）
支
出
金

市
が
行
う
特
定
の
公
共
事
業
な
ど

の
財
源
と
し
て
、
国
（
県
）
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

●
分
担
金
及
び
負
担
金

特
定
の
利
益
を
受
け
る
人
か
ら
徴

収
す
る
お
金

●
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

市
の
施
設
を
使
っ
た
り
、
住
民

票
の
交
付
な
ど
の
時
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
支
払
う
お
金

●
繰
入
金

市
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
て
、
行
政
サ
ー



歳
入
は
、
46
・
９
％
を
地
方
交
付
税
が
占

め
て
い
ま
す
。
県
支
出
金
や
国
庫
支
出
金
、

交
付
金
を
含
め
る
と

収
入
の
64
・
１
％
を

国
・
県
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
自

主
財
源
で
あ
る
市
税

や
繰
越
金
、
財
産
収

入
、
繰
入
金
と
い
っ

た
収
入
は
歳
入
総
額

の
29
・
９
％
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

歳
出
で
は
経
常
的

支
出（
毎
年
決
ま
っ
て

支
出
す
る
も
の
）の
割

合
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
民
生
費
が

全
体
の
23
％
で
最
も

多
く
、
次
い
で
公
債

５　広報うだ　２００６.４

ビ
ス
の
経
費
に
充
て
る
た
め
の
お
金

●
繰
越
金

前
年
度
の
決
算
額
か
ら
生
じ
る
差
額
（
前
年
度

決
算
に
よ
る
剰
余
金
）

●
市
債
　
市
が
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
財
源
と
し

て
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
長
期
間
の
借
金

☆
歳
　
出
☆

●
議
会
費

市
議
会
の
運
営
や
市
議
会
議
員
の
報
酬
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金

●
総
務
費

市
の
財
産
管
理
、
企
画
調
整
、
税
務
、
住
民
登

録
、
選
挙
、
広
報
、
統
計
な
ど
、
市
の
総
括
的
な
事
務
に
使

わ
れ
る
お
金

●
民
生
費

高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護
及

び
災
害
救
助
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関
係
に
使
わ
れ
る

お
金

●
衛
生
費

各
種
検
診
や
予
防
接
種
を
は
じ
め
と
す
る
保
健

事
業
や
、
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
、
安
全
で
衛
生
的
な
生
活
の
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金

●
農
林
商
工
費

農
林
商
工
業
の
振
興
や
農
林
道
の
整
備
、

商
工
業
の
振
興
や
観
光
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

●
土
木
費

都
市
計
画
や
道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の
整
備

に
使
わ
れ
る
お
金

●
消
防
費

宇
陀
広
域
消
防
組
合
に
対
し
て
市
が
負
担
す
る

お
金
や
、
消
防
団
の
運
営
、
災
害
防
除
、
ま
た
は
災
害
時
の

被
害
軽
減
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金

●
教
育
費

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
、
図
書
館
、
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
教
育
全
般
の
事
務
や
事
業
に
使
わ
れ
る
お
金

●
公
債
費

公
債
費
と
は
一
般
家
庭
で
言
え
ば
借
金
の
返
済

金
に
あ
た
り
、
市
の
借
入
金
（
市
債
）
を
返
済
す
る
お
金

☆
そ
の
他
☆

●
経
常
（
義
務
）
的
経
費

経
常
的
に
歳
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
あ
る
い
は
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
経
費
の

こ
と
で
あ
り
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

●
投
資
的
経
費

経
費
の
支
出
が
社
会
資
本
形
成
に
向
け
ら

れ
る
も
の
で
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。

「
予
算
」
と
は
、
皆
さ
ん
の
家
計
に
た

と
え
る
と
「
１
年
間
で
ど
の
く
ら
い
収
入

が
あ
っ
て
、
な
に
に
い
く
ら
使
う
か
。」
な

ど
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
家
庭
で
い
う
給
料
な
ど
の
収

入
を
「
歳
入
」、
食
費
や
電
気
代
・
水
道
代

と
い
っ
た
光
熱
水
費
な
ど
の
支
出
を
「
歳

出
」
と
い
い
ま
す
。

③
公
営
企
業
会
計

特
別
会
計
を
設
置
し
て
経
理
す
べ
き
事

業
の
中
に
は
、
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
、
市

立
病
院
事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
、

水
道
事
業
の
よ
う
に
、
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
、
独
立
採
算
と
い
っ
た
民

間
の
企
業
活
動
に
近
い
仕
事
を
す
る
事
業

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
設
置

す
る
の
が
公
営
企
業
会
計
で
す
。
市
で
は
、

４
つ
の
企
業
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す

（
予
算
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

費
、
教
育
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
公
債

費
（
借
金
の
返
済
）
の
占
め
る
割
合
は
22
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
地
方
交
付

税
が
一
段
と
削
減
さ
れ
る
中
、
景
気
の
低
迷

に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、
予

算
と
し
て
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町
村
合
併
に

よ
る
歳
出
の
削
減
効
果
、
合
併
に
よ
る
住
民

負
担
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
へ
の
影
響
を
十
分
検

証
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
お
り
、
な
お
一
層
の
経
費
節
減
に

努
め
な
が
ら
、
今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
効
果
的
・
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

一般会計 
特別会計 
 

企業会計 
 

合計 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 
生活資金貸付事業特別会計 
霊苑事業特別会計 
歯科診療所事業特別会計 
国民健康保険事業特別会計 
老人保健事業特別会計 
介護保険事業特別会計 
榛原特定土地区画整理事業特別会計 
簡易水道事業特別会計 
下水道事業特別会計 

保養センター事業特別会計 
市立病院事業特別会計 
水道事業特別会計 
介護老人保健施設事業特別会計 

予算額 
170億7,000万円 

120億8,273万4千円 
　１億6,117万円 

　　　　26万4千円 
　　　2,650万円 
　　　3,410万円 
　36億7,920万円 
　41億4,140万円 
　25億7,830万円 
　　　1,400万円 
　5億9,650万円 
　8億5,130万円 

64億5,358万8千円 
　8億1,006万円 

  41億 324万8千円 
　10億2,320万円 
　5億1,708万円 
356億632万2千円 

会計名 
一般会計、特別会計、企業会計の予算額 

予
算
と
は
？

宇
陀
市
の
予
算
は
、「
一
般
会
計
予
算
」、

「
特
別
会
計
予
算
」、「
公
営
企
業
会
計
予
算
」

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
会
計
）
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
一
般
会
計

市
の
予
算
の
中
心
を
な
す
も
の
で
、
市
税

や
地
方
交
付
税
を
主
な
財
源
に
、
保
健
、
福

祉
、
道
路
な
ど
の
整
備
、
ご
み
処
理
、
教
育
、

消
防
な
ど
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を

経
理
す
る
会
計
で
す
。
市
の
事
業
の
大
部
分

を
占
め
て
い
ま
す
。

②
特
別
会
計

一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
特
定
の
事

業
ご
と
に
経
理
す
る
予
算
で
、
介
護
保
険

事
業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道
事

業
な
ど
は
、
主
に
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

市
税
以
外
の
特
定
の
収
入
を
財
源
に
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

設
置
す
る
の
が
特
別
会
計
で
す
。
市
で
は
、

10
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
の
予
算
に
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
？

少
な
い
経
費
で
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供



収益的収支\サービスの提供に必要な経営活動に充てられる予算
資本的収支\設備投資や整備事業に充てられる予算
内部留保資金\資本的収入が資本的支出に不足する場合の補てん財源と

して使用できる企業の経営活動を通じて企業内部に留保された資金

●収益的収支
収益的収支の収入は７億１，００

０万円で、年間宿泊利用者数２６，
４００人、休憩・会議利用者数３
１，２００人を見込む営業収益（６
億６，９２５万円）と営業外収益で
す。今年度も好評のサービスプラ
ンを継続し、収益の向上を目指す
とともに満足してもらえる施設と
しての取り組みを進めます。一方、
支出は給与費や材料費、減価償却

費などの営業費用（６億５，３１８
万２千円）と営業外費用の合計７
億１，０００万円です。

●資本的収支
資本的収支の支出は、設備投資

や企業債の償還などの合計１億６
万円です。資本的収入（０円）に
対する不足額（１億６万円）は、
内部留保資金等で補い収支のバラ
ンスを図ります。

●収益的収支
収益的収支は収入・支出とも３

９億５，０００万円で、収入は年間
の入院患者数を６６，０６５人、外
来患者数を１８７，６８０人と見込
んでいます。患者さま中心の心の
通うサービス向上を図り、安心し
て暮らせるように医療の充実に努
めます。一方、支出は給与費や材
料費、経費などです。

●資本的収支
資本的収支の支出は、医療器具

などの購入と企業債の償還の合計
１億５，３２４万８千円です。資本
的収入（０円）に対する不足額
（１億５，３２４万８千円）は、内部
留保資金で補い収支のバランスを
図ります。

●収益的収支
収益的収支の収入は５億１，９７

０万円で、大部分が水道料金です
（給水戸数５，４５０戸、年間総給
水量１，８８１，０００k予定）。支出
は施設修繕費などの営業費用など
５億１，９７０万円で、できる限り
経費の節減を図っています。安全
で安心できる良質な水を安定的に
供給できるように、適正かつ効率
的な経営に努めます。

●資本的収支
資本的収支の収入は企業債や出

資金、国庫補助金、給水分担金、
工事負担金など２億５，２７０万円
です。一方、支出は未普及地域解
消に向けての投資や漏水対策など
の配水管整備など総額５億３５０
万円です。資本的収入に対する不
足額（２億５，０８０万円）は、内
部留保資金で補い収支のバランス
を図ります。

●収益的収支
収益的収支の収入は４億７，１０

０万円で、年間の入所者数を３５，
１５０人、年間の通所者数を３，４
００人と見込んでいます。一方、
支出は給与費や材料費、経費、減
価償却費などの施設運営事業費用
（４億５，０４０万円）と施設運営事
業外費用の合計４億７，１００万円
です。昨年１０月の食費および居
住費の大幅な介護保健制度改正に
引き続き、４月からの介護予防事

業の創設や介護報酬が改正される
中、介護老人保健施設としての重
要性が増大しており、引き続き皆
様からの信頼される施設運営に努
めます。

●資本的収支
資本的収支の支出は、企業債の

償還など４，６０８万円です。資本
的収入（０円）に対する不足額
（４，５９８万円）は、内部留保資金
で補い収支のバランスを図ります。

４つの
企業会計

保養センター事業特別会計（８億１,００６万円）

宇陀市立病院事業特別会計（４１億３２４万８千円）

水道事業特別会計（１０億２,３２０万円）

介護老人保健施設事業特別会計（５億１,７０８万円）

広報うだ　 ６



②
「
ら
し
さ
」「
ら
し
く
」
の
基
準
は
何
か
？

「てんいち」とは、てん（英語の１０）
といち（日本語の１）を合わせた１１
（てんいち）のことで、毎月１１日の人
権を確かめあう日を意味しています。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

日
　
時

４
月
11
日
（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時
　
午
後
１
時
30
分
（
受
付
）

場
　
所

た
か
ぎ
ふ
る
さ
と
館
（
榛
原
区
高
井
／
1
82-

８
３
８
９
）

内
　
容

講
演
「
人
権
啓
発
の
再
構
築
の
た
め
に
」

講
師
　
寺
澤
亮
一
さ
ん（
奈
良
人
権
・
部
落
解
放
研
究
所
理
事
長
）

テ
ー
マ
　
（
県
内
統
一
）「
違
い
を
認
め
あ
う
共
生
社
会
の
確
立
を

〜
真
の
豊
か
さ
を
感
じ
あ
え
る
社
会
を
め
ざ
そ
う
〜
」

問
い
合
わ
せ

宇
陀
市
人
権
施
策
課

平
成
１８
年
度
「
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
」
募
集

７
月
の
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
に
先
立
ち
、
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
40
点
程
度

の
優
秀
作
品
を
選
考
し
ま
す
（
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
）。

ポ
ス
タ
ー

画
用
紙
四
つ
切
り
（
39
b
×
54
b
）
で
画
材
は
自
由

標
語

応
募
用
紙
は
ハ
ガ
キ
か
ハ
ガ
キ
大
（
10
b
×
14
・
７
b
）
の

用
紙
（
１
人
１
枚
）
に
作
品
２
点
以
内

◎
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
と
も
小
・
中
・
高
校
生
は
学
校
名
と
学
年
・
氏

名
を
、
一
般
の
応
募
者
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
宇
陀
市
内
小
・
中
学
生
は
各
学
校
か
ら
の
提
出
に
な
り
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、
〒
６
３

０
‐
８
５
０
１
　
奈
良
市
登
大
路
町
30
番
地
　
県
人
権
施
策
課

1
０
７
４
２
‐
27
‐
８
７
１
９

※
詳
し
く
は
、
奈
良
県
人
権
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.

nara.jp/jinken/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
・
１１
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
市
民
集
会
に

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

７　広報うだ　２００６.４

日
常
生
活
の
中
で
、
な
に
げ
な
く

使
っ
て
い
る
言
葉
の
ひ
と
つ
に
「
ら

し
さ
」「
ら
し
く
」
と
い
う
表
現
が

あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
ら
し
く
」「
高

齢
者
ら
し
く
」
と
い
う
よ
う
に
年
齢

で
区
切
る
表
現
や
、「
男
ら
し
く
」

「
女
ら
し
く
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ

る
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
職
業
を
用
い
た
り
肩
書
き

を
用
い
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。そ

も
そ
も
「
ら
し
さ
」
の
基
準
と

は
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
服
装
？
　
髪
型
？
　
肩
書
き
？

職
業
？
　
性
別
？
　
年
齢
？
　
い
っ

た
い
ど
う
で
あ
れ
ば
「
子
ど
も
ら
し

い
」「
高
齢
者
ら
し
い
」「
男
ら
し
い
」

「
女
ら
し
い
」
と
い
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
子
ど
も
だ
か

ら
い
け
な
い
」「
高
齢
者
だ
か
ら
恥

ず
か
し
い
」「
男
だ
か
ら
泣
い
て
は

い
け
な
い
」「
女
だ
か
ら
家
事
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
り
、

「
子
ど
も
の
く
せ
に
」「
高
齢
者
の
く

せ
に
」「
男
の
く
せ
に
」「
女
の
く
せ

に
」
と
い
う
差
別
意
識
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
こ
と
か
ら
、
い
か
に
「
ら
し
さ
」

と
い
う
言
葉
が
私
た
ち
の
生
き
て
い

く
上
で
、
制
限
を
加
え
生
き
方
の
選

択
肢
を
狭
め
て
い
る
言
葉
や
考
え
方

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
「
自
分
ら
し
く
」

「
私
ら
し
く
」
と
い
う
言
葉
で
個
性

を
追
求
す
る
あ
ま
り
自
分
を
見
失

い
、
自
分
自
身
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
っ
た
若
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
自
分
ら
し

い
職
業
、
自
分
ら
し
い
服
装
な
ど
と

探
し
て
い
る
う
ち
に
結
局
何
も
決
め

ら
れ
ず
、
迷
っ
て
い
る
う
ち
仕
事
に

つ
け
ず
、
ニ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
実
態

に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た

「
ら
し
さ
」
は
自
分
も
人
も
、
生
き

づ
ら
く
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

「
自
分
ら
し
さ
」
と
は
、
あ
り
の
ま

ま
自
分
が
生
き
て
い
る
事
実
で
あ

り
、
決
し
て
枠
や
型
に
は
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
標
や
夢

と
し
て
持
つ
こ
と
と
は
別
問
題
と
し

て
、
背
伸
び
を
し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
な
が
ら
、
自
分
ら
し
さ
を
追

求
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
こ
こ
に
、
こ
う
し
て
、
存
在

し
て
い
る
、
あ
な
た
や
私
、
そ
の
こ

と
が
「
ら
し
く
」
生
き
て
い
る
こ
と

な
の
で
す
。

４
月
は
、
入
学
や
就
職
等
新
し
い

生
活
を
始
め
る
機
会
が
多
い
季
節
で

す
。
あ
ま
り
気
負
い
す
ぎ
ず
肩
の
力

を
抜
い
て
お
互
い
を
そ
の
ま
ま
認
め

あ
う
こ
と
の
で
き
る
、
人
権
感
覚
豊

か
な
社
会
に
む
け
て
羽
ば
た
い
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。



広報うだ　 ８

今回の市議会議員選挙に投票できる人は、次のいずれにも該当する人で、引き続き住民基本台帳に記載され、
宇陀市の選挙人名簿に登録されている人です。
①昭和６１年４月２４日以前（２４日を含む）に生まれた人
②平成１８年１月１５日以前（１５日を含む）に宇陀市において住民票が作成された人、又は転入届をした人

※投票日当日までに市外へ転出された場合は、投票することができません。

投票できる人 

今回投票できる人に投票所入場整理券を世帯単位で郵送します（世帯員の一部が別送の場合もありますのでお
手元に届きましたら開封して確認してください）。
入場整理券は封筒をミシン目に沿って開封して各自切り取ったうえで投票所の受付係へお出しください。

※入場整理券がなくても選挙資格があれば投票できますので、入場整理券が届かなかったり、紛失された場合は、その
旨を投票所で申し出るか、選挙管理委員会へお問い合わせください。

投票場所 
投票場所（左記投票所一覧表参照）は入場整理券にも表示しています（指定した投票所のみで投票できます）。

投票所入場整理券 

投票日当日に次のような事由がある場合は、期日前投票ができますので、入場整理券を持っていずれかの期日
前投票所にお越しください（入場整理券が届いていない場合や、紛失した場合でも投票できます）。
【期日前投票できる人】
①投票日に仕事に従事する予定の人
②レジャーや買い物、冠婚葬祭など①以外の用務で投票日に投票区外にいる人
③病気・けが・妊娠などのため、投票日に歩行が困難と見込まれる人

【期日前投票の期間】
４月１７日（月）～２２日（土） 午前８時３０分～午後８時

【期日前投票所の場所】※いずれの投票所でも投票できます。
●大宇陀期日前投票所 大宇陀地域事務所１階会議室
●菟田野期日前投票所 菟田野地域事務所２階会議室
●榛原期日前投票所 宇陀市役所１階　ふるさとテラス
●室生期日前投票所 室生振興センター１階会議室

期日前投票 

都道府県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームなどに入院・入所している人は、その施設で不在者投
票ができます。
また、出張などで投票日まで他の市町村に滞在する場合は、選挙管理委員会へ投票用紙を請求し、滞在地の市

町村の選挙管理委員会で投票することができます。

不在者投票 

身体に重度の障害がある人（法令に定める一定の障害がある人に限る）は、自宅などで郵便等による不在者投
票をすることができます。この制度を利用するには、あらかじめ「郵便等投票証明書」の交付を受け、投票日の
４日前（４月１９日）までに投票用紙などを請求しなければなりません。
※詳しくは選挙管理委員会へお問い合わせください。

郵便等による不在者投票 

日時 ４月２３日（日） 午後９時１５分から
場所 宇陀市総合体育館

開　票 

問い合わせ　市選挙管理委員会（宇陀市役所総務課内 1８２‐１３０２）

任期満了にともなう宇陀市議会議員選挙を実施します。
あなたの大切な一票を市政に生かすように必ず投票に行きましょう。

議員選挙の投票日です。
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大
宇
陀
区 

菟
田
野
区 

榛
原
区 

室
生
区 

投票所 
第　１ 

第　２ 

第　３ 
第　４ 
第　５ 
第　６ 
第　７ 
第　８ 
第　９ 
第１０ 
第１１ 
第１２ 
第１３ 
第１４ 
第１５ 
第１６ 
第１７ 
第１８ 
第１９ 

第２０ 

第２１ 
第２２ 
第２３ 
第２４ 
第２５ 
第２６ 
第２７ 
第２８ 

第２９ 

第３０ 
第３１ 
第３２ 
第３３ 
第３４ 
第３５ 
第３６ 
第３７ 
第３８ 

投票所の名称 
宇陀市文化会館 

迫間地区集会所 

大宇陀人権交流センター 
のより農村ふれあいの館 
本郷老人憩の家 
中宮奥老人憩の家 
宇陀市立守道小学校 
岩清水多目的研修センター 
大宇陀高齢者人材活用センター 
大宇陀ときわ老人憩の家 
宇太地区公民館（旧西部公民館） 
菟田野北部地区研修指導施設 
岩崎消防会館 
平井青年会館 
松井消防会館 
宇賀志地区公民館（旧東部公館） 
菟田野宇賀志地区体育館 
芳野地区公民館 
上芳野区会館 
榛原公民館 
（旧中央公民館） 
上の町コミュニティセンター 
大和富士ホール 
天満台東公民館 
榛原農林会館 
西榛原公民館 
伊那佐文化センター 
桧牧甲公民館 
たかぎふるさと館 

あかね台公民館 

宇陀市総合体育館 
旧笠間小学校 
旧多田小学校 
向渕生活改善センター 
宇陀市立室生西小学校 
宇陀市立室生東小学校 
西谷地区公民館 
室生生活改善センター 
田口地区公民館 

投票区の区域 
万六・出新・上新・拾生・中新・上・小出口・黒木・中庄・拾生（内垣内・川原町） 
上中・上本・上茶・下茶・下本・下中・下出口・迫間（内垣内・阿騎野町・高
校前）・春日（新・旧）・西山（内垣内・川向）・岩室（内垣内・五十軒）・下竹 
岩室（北谷）・小附（二区・三区） 
小附（一区）・嬉河原・芝生・半阪・馬取柿・麻生田・内原・口今井・野依・平尾・五津 
本郷 
宮奥（上・中）・下宮奥・関戸・大東 
守道（谷脇・上守道・下出・後出）・山口・白鳥居・上品・下品・和田・小和田 
岩清水・調子・塚脇・藤井・才ケ辻・守道（桐山） 
田原・上片岡・下片岡・東平尾・大熊 
牧・栗野 
古市場 
見田・大沢・大神 
岩崎・別所 
平井 
松井・東郷・入谷 
稲戸・駒帰 
佐倉・宇賀志 
下芳野・上芳野（１～２組） 
上芳野（３～８組）・岩端 
福地（五月ケ丘を除く）・萩原（東町・稲荷・新町・宮本・菟田川・駅前・新駅前・
富士見ケ丘）・萩乃里 
萩原（墨坂・新吉田・福田・上町・口田辺・鳥見町）・桜が丘 
赤瀬・長峯・天満台西１～４丁目 
戒場・山辺三・額井・天満台東１～４丁目 
下井足・篠楽（白樺台を含む）・雨師・上井足・足立 
安田・笠間 
池上・高塚・福西・栗谷・比布・石田・山路・大貝・沢・三宮寺・母里 
自明・桧牧・荷阪 
内牧・八滝・諸木野・赤埴・高井 
萩原（西峠）・角柄・柳・あかね台１～２丁目・高萩台（萩原・下井足の一部を
含む）・榛見が丘１～２丁目（下井足の一部を含む） 
福地（五月ケ丘）・萩原（玉立・小鹿野・小鹿台）・ひのき坂１～３丁目 
小原・上笠間・深野・下笠間 
無山・多田・染田 
向渕 
大野 
三本松 
砥取・滝谷・西谷・龍口 
室生 
黒岩・田口元上田口・田口元角川・下田口 

みんなそろって投票しましょう。

４月２３日（日）は、宇陀市議会
投票時間 午前７時～午後８時
〈告示日 ４月１６日（日）〉

●投票は宇陀市長選挙と同じで、市内３８の投票所で行います。

投票日には、サイレンを吹鳴します
投票開始の午前７時と投票所閉鎖の午後８時



広報うだ　 １０

３
月
10
日
、（
社
）
榛
原
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
約
１
５

０
人
が
集
ま
り
、
春
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
た

ち
は
各
地
区
に
分
か
れ
て
、
道
沿
い

に
落
ち
て
い
る
ご
み
や
空
き
缶
な
ど

を
集
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
た
ち
の
町
を

美
し
く
す
る
と
共
に
、
住
民
の
方
に

吉
田
さ
ん
が
手
紙
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
に
入
選

３
月
７
日
、
宇
陀
市
立
病
院
で
職

員
に
よ
る
定
期
消
防
訓
練
お
よ
び
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

宇
陀
広
域
消
防
組
合
本
部
消
防
署

の
協
力
の
も
と
、
西
３
階
処
置
室
か

ら
火
災
が
発
生
と
い
う
想
定
で
、
消

火
活
動
と
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し

た
。万

が
一
、
火
災
が
起
っ
た
と
き
、

今
回
の
訓
練
で
得
た
こ
と
を
生
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
て
迅

速
・
冷
静
・
沈
着
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
消
防
訓
練
を
繰
り
返
し

行
い
、
患
者
の
安
全
を
確
保
し
、
安

心
し
て
治
療
に
専
念
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

吉
田
崇
花
さ
ん
（
榛
原
小
４
年
生
）

が
、「
第※

38
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」（
日
本
郵
政
公
社
主
催
）
の
絵
手

紙
部
門
（
７
１
８
１
０
点
の
応
募
作
品
）

に
、
題
名
「
夏
に
見
た
海
」
で
入
選

さ
れ
、
３
月
13
日
、
榛
原
小
学
校
校

長
室
に
お
い
て
石
増
校
長
の
立
ち
会

い
の
も
と
、
末
兼
大
和
榛
原
郵
便
局

長
よ
り
賞
状
・
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
昨
年
の
夏
休
み
に

家
族
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
旅
行
に

行
っ
た
と
き
の
思
い
出
を
絵
手
紙
に

残
し
ま
し
た
。

※
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
が
手
紙
に
親
し
み
、
手
紙
を
書
く
こ

と
を
通
じ
て
意
思
表
示
す
る
能
力
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
手
紙

文
化
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
文
章
表
現

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

心
豊
か
な
子
供
た
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

西島英範くん

榛
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
に
出
場

３
月
４
日
、
第
１
回
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
（
県
・
県
教
育
委

員
会
主
催
）
が
、
河
合
町
の
馬
見
丘

陵
公
園
で
開
催
さ
れ
、
35
市
町
村
か

ら
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宇
陀
市
か
ら
は
、
宇
太
小
学
校
チ

ー
ム
（
菟
田
野
区
）、
榛
原
小
学
校

チ
ー
ム
（
榛
原
区
）
が
参
加
し
、
た

す
き
を
つ
な
い
で
全
員
が
元
気
に
完

走
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西
島
英
範
く
ん
（
榛
原
小

６
年
）
は
、
９
区
区
間
賞
（
記
録
６

分
30
秒
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

宇
陀
市
立
病
院
で

消
防
訓
練

▼宇太小学校の選手たち▼榛原小学校の選手たち

区間賞受賞

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
め
に

役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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２
月
19
日
、
宇
陀
市
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
榛
原
区
保
健
課
に
よ
る
ス
ト

ッ
プ
・
ザ
糖
尿
病
作
戦
講
演
会
「
糖

尿
病
っ
て
？
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
健
康
は
い
ば
ら
21
」
計

画
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
糖

尿
病
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
年
目
と
な
る
今
回
は
、
健
康
は

い
ば
ら
21
推
進
部
会
員
に
よ
る
健
康

劇
の
上
演
と
、
こ
の
病
気
の
専
門
委

員
で
あ
る
平
盛
裕
子
医
師
（
樋
上
病

院
院
長
）
の
講
演
を
行
い
、
参
加
し

た
人
に
、
予
防
・
検
査
の
大
切
さ
や

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
な
ど
の
知

識
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
・
ザ

糖
尿
病
作
戦
講
演
会

３
月
８
日
、
大
宇
陀
幼
稚
園
で
、

県
警
察
本
部
交
通
指
導
課
・
宇
陀
警

察
署
の
方
々
の
指
導
で
交
通
安
全
教

室
を
開
き
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
遊
戯
室
で
ぬ
い
ぐ

る
み
劇
を
見
た
後
、
園
庭
に
出
て
実

地
訓
練
を
し
、標
識
や
信
号
の
確
認
、

道
の
歩
き
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

こ
の
日
、
①
道
を
渡
る
と
き
は
左

右
を
確
か
め
て
渡
る
、
②
道
路
や
車

の
後
ろ
で
は
、
遊
ば
な
い
、
③
知
ら

な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い
、
と

い
う
３
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。

大
宇
陀
幼
稚
園
で

交
通
安
全
教
室

●
宇
陀
高
原
榛
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
月
26
日
、
伊
那
佐
文
化
セ
ン
タ

ー
周
辺
で
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ

れ
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

雨
天
で
全
競
技
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
雨

に
も
負
け
ず
力
一
杯
走
り
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
う
た
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
月
19
日
、
下
芳
野
小
学
校
周
辺

で
、
駅
伝
を
含
む
３
コ
ー
ス
（
12
種

目
）
の
競
技
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学

生
を
中
心
に
１
０
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー

が
寒
空
を
吹
き
飛
ば
す
快
走
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２０００c

３０００c

４０００c

駅伝３０００c　
　　　　　×４ 

種別 
小学１年生の部 
小学２年生の部 
小学３年生の部 
ファミリーの部 
小学４年生の部 
小学５年生の部 
一般の部 
中学生の部 
一般の部 
小学４・５・６年生の部 
中学生の部 

１位 
田中伸哉 
南浦　仁 
大西是継 
うみっこ 
向井淑恵 
松村浩平 
杉本政博 
松田聖司 
小泉勇人 
カッチャンズ 

 

２位 
山口龍真 
佐々木慧弥 
柳　憲汰 
かめさん 
好野美稀 
葛城靖貴 
 

岸岡智也 
向井　司 
菟田野ワルサーズA

 

３位 
好野佳菜 
鈴口智也 
向本圭祐 
和太鼓奏D
山本有紀 
田中克章 

 
古本典章 

 
菟田野ワルサーズB

 

距離 

菟田野中学校女子 
バスケットボール部A

菟田野中学校女子 
バスケットボール部B

菟田野中学校女子 
バスケットボール部C

健康マ
ラソン 
 

健康マ
ラソン 

たすきリレー小学生の部 

たすきリレー一般の部 

部門 
中学生男子の部 
一般男子の部 
一般女子の部 
一般男子の部 
一般女子の部 

１位 
菅田壯志 
池永順和 
久留野奈未 
蔵野裕幸 
北畠亜季 
榛原ガン
ちゃんず 

都祁 
中学校 

２位 
寺田昂平 
中辻一夫 
木村周世 
今西淳哉 
辰巳多美子 
榛 原 ア タ
ッカーズA

榛生昇陽
高校 

３位 
吉川朋希 
石上利徳 
西田彩乃 
　原智也 
山本千代子 
榛原ジャ
ガーズA

宇陀広域
消防組合 

種目 

（３d） 

（５d） 

（５d） 

（１３d） 
 

榛
原
区
宮
本
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の

森
田
芳
美
さ
ん
（
萩
原
）
が
、
２
月

に
行
わ
れ
た
「
２
０
０
５
年
度
よ
し

も
と
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
S
１
グ
ラ
ン

プ
リ
優
秀
者
選
考
会
」
で
、
全
国
１

６
０
０
人
の
中
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
部
門
に
入
選
さ
れ
、
３
月
に
大
阪

で
行
わ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
決
定
戦
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
は
き
れ
い
に
変
身
さ

れ
、
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
仲
間
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
成

果
を
充
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ク
ラ
ブ
で
い
ろ
い

ろ
と
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
楽
し
く

練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
決
定
戦
に
出
場
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●
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

２
月
18
日
、
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
（
榛
原
町
子
ど
も
会
連
合
会
主

催
）
が
サ
ン
ク
ボ
ウ
ル
で
行
わ
れ
、

単
位
子
ど
も
会
か
ら
１
５
４
人
の
子

供
た
ち
が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
学
年
男
子
】

①
大
浦
公
督
（
大
王
小
６
）

②
須
田
湧
哉
（
伊
那
佐
小
５
）

③
東
　
健
太
（
大
王
小
６
）

④
西
田
翔
太
（
榛
原
小
４
）

⑤
前
野
修
一
（
大
王
小
６
）

⑤
奥
田
泰
司
（
榛
原
小
４
）

【
高
学
年
女
子
】

①
岡
野
円
香
（
伊
那
佐
小
６
）

②
田
口
飛
鳥
（
大
王
小
４
）

③
伊
藤
聡
美
（
榛
原
小
６
）

④
八
谷
夏
希
（
大
王
小
４
）

⑤
高
奥
由
佳
（
大
王
小
４
）

【
低
学
年
男
子
】

①
中
尾
　
祐
（
大
王
小
３
）

②
松
下
竜
也
（
伊
那
佐
小
１
）

③
杉
本
佑
也
（
榛
原
小
２
）

④
楳
田
将
貴
（
大
王
小
１
）

⑤
梅
田
淳
平
（
大
王
小
２
）

⑤
西
窪
海
人
（
大
王
小
１
）

【
低
学
年
女
子
】

①
前
田
美
咲
（
伊
那
佐
小
２
）

②
山
本
実
季
（
榛
原
小
２
）

③
田
中
美
帆
（
榛
原
小
２
）

④
森
開
智
子
（
伊
那
佐
小
２
）

⑤
津
々
路
恵
美
子
（
大
王
小
３
）

⑤
池
田
実
倫
（
大
王
小
２
）

大
宇
陀
区
　
Ｓ
Ｔ
ク
ラ
ブ

奈
良
Ｕ

Ｓ
Ｊ
（
宇
陀
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
）

●
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
12
月
23
日
開
催
　
埼
玉
県
）

【
女
子
団
体
】

優
勝
　
佐
々
岡
瑞
甫
（
６
年
）・
吉
田

優
佳
（
６
年
）
・
西
岡
安
奈
（
６
年
）・

西
本
小
雪
（
５
年
）
・
中
山
真
衣
（
４

年
）・
大
森
優
理
（
４
年
）・
松
本
朋
子

（
４
年
）・
西
岡
真
里
華
（
３
年
）
・
藤
本

奈
津
美
（
３
年
）

●
全
国
小
学
生
大
会
・
県
予
選

（
１
月
21
日
開
催
　
明
日
香
）

【
女
子
個
人
４
年
生
以
下
の
部
】

優
勝
　
大
森
優
理
（
４
年
）・
西
岡
真

里
華
（
３
年
）
組
　

準
優
勝
　
松
本
朋
子
（
４
年
）・
藤
本

奈
津
美
（
３
年
）
組

【
女
子
個
人
５
年
生
以
下
の
部
】

準
優
勝
　
中
山
真
衣
（
４
年
）・
西
本

小
雪
（
５
年
）
組

【
男
子
個
人
５
年
生
以
下
の
部
】

準
優
勝
　
出
山
聖
也
（
５
年
）・
吉
田

佳
佑
（
４
年
）
組

※
４
位
ま
で
が
、
全
国
小
学
生
大
会

（
３
月
29
日
〜
31
日
開
催
　
千
葉
県

白
子
町
）
に
出
場
し
ま
す
。

●
近
畿
小
学
生
イ
ン
ド
ア
大
会

（
２
月
11
日
〜
12
日
　
滋
賀
県
）

【
女
子
個
人
】

３
位
　
西
岡
安
奈
（
６
年
）・
中
山
真

衣
（
４
年
）
組

５
位
　
佐
々
岡
瑞
甫
（
６
年
）・
吉
田

優
佳
（
６
年
）
組

５
位
　
大
森
優
理
（
４
年
）・
西
本
小

雪
（
５
年
）
組
　

◆
各
種
大
会
結
果
◆

障害基礎年金と老齢厚生年金等の併給が可能に！ ４月から 
　今までの制度では、障害基礎年金と老齢や死亡を支
給事由とする年金とは併給できないことになっていま
した。 
　そのため、障害を有しながら就労して保険料を納付
していたことが、自分の年金に反映されにくい仕組み
となっていました。 

老齢厚生年金
老齢基礎年金

障害基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

障害基礎年金

老齢厚生年金

【例】 

現行制度 
65歳時点で、老齢年金（老齢厚生年金
＋老齢基礎年金）か障害基礎年金を選択 

※障害基礎年金のみの方が金額が高くなり、障
害基礎年金を選択するケースが多い。自ら保険
料を納付したことが年金給付に反映されにくい。 

４月から 
障害基礎年金＋老齢厚生年金との併給を
可能にすることで、就労して保険料を納
めた期間が年金額に反映されます。 

　対象は、障害基礎年金受給権者のうち、65
歳に達している方となります。 
　新たに障害基礎年金と併給可能となった年金
は、老齢厚生年金・遺族厚生年金・退職共済
年金・遺族共済年金です。 

選択 

選択 

　上記の例は、老齢厚生年金との併給についての例ですが、老齢厚生年金のほか、【遺族厚生年金＋障害

基礎年金】、【退職共済年金＋障害基礎年金】、【遺族共済年金＋障害基礎年金】の併給が可能になります。 

　また、障害基礎年金と老齢厚生年金または遺族厚生年金の受給権を有する65歳以上の年金受給権者で

あって、障害基礎年金と老齢厚生年金または遺族厚生年金の併給を選択することにより支給額が高くな

る方に対しては、社会保険業務センターから５月中旬にその旨をお知らせする予定です。 

お問い合わせは『ねんきんダイヤル　０５７０ー０７－１１６５』まで 
イイロウゴ  



犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種

１３　広報うだ　２００６.４

平
成
18
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種

の
日
程
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

狂
犬
病
は
、
人
に
も
動
物
に
も
共
通
し
て
感
染

す
る
病
気
で
、
人
に
感
染
し
た
場
合
、
100
％
に
近

い
確
率
で
死
亡
し
ま
す
。
現
代
医
学
で
も
治
療
法

が
な
い
狂
犬
病
は
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
犬
に
予
防
接
種
す
る
も
の
で
す
。

犬
を
飼
う
方
は
、
社
会
に
対
す
る
責
務
と
し
て
、

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
防
注
射
の
ワ
ク
チ
ン
有
効
期
間
は
概

ね
１
年
で
す
の
で
、
毎
年
予
防
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
料
金

●
登
録
手
数
料

３
、
０
０
０
円

※
平
成
７
年
以
降
に
登
録
済
み
の
犬
は
不
要

●
予
防
注
射
代

２
、
６
５
０
円

●
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

■
飼
い
犬
の
登
録

生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
が
対
象
で
す
。

※
飼
い
犬
の
登
録
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
生
涯
１

回
の
登
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
７
年
度
以

降
に
登
録
し
て
い
な
い
犬
は
、
こ
の
機
会
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
所
有
権
が
変
わ
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
必
ず
各
地
域
事
務
所
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Y
市
環
境
対
策
課
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

日 曜 時 間  
9：00～9：30
9：40～10：00
10：10～10：50
11：00～11：20
11：30～11：50
13：00～13：20
13：30～13：50
14：00～14：50
15：00～16：30

場 所  
岩清水地区多目的研修センター 
後出集会所 
ＪＡ上竜門支店 
ときわ老人憩の家 
ＪＡ育苗センター 
本郷老人憩の家 
人権交流センター 
ＪＡ大正支店 
大宇陀地域事務所 

火 

５
／
９ 

日 曜 時 間  
9：30～10：00
10：10～10：30
10：40～10：55
11：05～11：20
11：30～11：40
11：50～12：00
13：00～13：15
13：30～13：45
13：55～14：10
14：20～14：40

場 所  
佐倉創作館 
宇賀志小学校前 
駒帰ＪＡ倉庫前 
上芳野消防会館 
芳野公民館 
東郷集会所 
岩崎消防会館 
平井青年会館 
北部地区研修指導施設 
西部公民館 

木 

14：50～15：05 松井消防会館 

５
／
　 11
 

日 
５
／
８ 

曜 

月 

時 間  
9：30～11：30
13：30～15：30
9：00～9：35
9：50～10：20
10：35～11：05
11：20～11：50

場 所  
大和富士ホール 
天満台東公民館 
内牧公民館 
高城ふるさと館 
ＪＡ内牧支店 
総合ゲートボール場駐車場 

13：30～14：00 総合センター前 

水 

木 

14：15～14：45
15：00～16：00
9：00～10：00
10：15～11：45
13：00～14：00
14：15～15：00
15：15～16：15
9：00～9：20
9：30～10：00
10：10～10：20
10：30～11：50

福地公民館 
山辺三公民館 
あかね台コミュニティセンター 
ひのき坂古墳公園 
農林会館駐車場 
大貝消防機庫前 
ＪＡ伊那佐支店 
西榛原公民館 
篠楽白山神社 
柳ガード下 
旧榛原町役場前駐車場 

火 
５
／
９ 

５
／
　 

５
／
　
 

10
 

11
 

日 曜 時 間  
10：00～10：10
10：20～10：30
10：40～10：50
10：55～11：05
11：15～11：25
11：35～11：45
11：55～12：05
13：10～13：20
13：40～13：55
14：05～14：15
14：25～15：00
10：45～10：55
11：05～11：15
11：20～11：30
11：40～12：00
13：00～13：10
13：25～13：40
13：50～14：10
14：20～14：35
10：15～10：45
11：05～11：15

場 所
弁財天公民館前 
黒岩（河原氏宅前） 
上田口（旧奈交宿泊所跡） 
田口診療所前 
原山法円寺前 
下田口胎中（仲村氏宅前） 
下田口会館前 
室生生活改善センター 
大野西垣内集会所 
大野中山台公園前 
室生地域事務所 
向渕奥山（唐澤氏宅前） 
染田公民館前 
多田バス停前 
室生人権交流センター 
深野会議所前 
下笠間会議所前 
ＪＡ宇陀東里経済センター 
小原公民館前 
向渕消防機庫前 
古大野公民館前 

11：25～11：35 琴引消防機庫前 

４
／
25
 

火 

４
／
26
 

水 

11：45～12：05
13：05～13：15
13：25～13：35
13：45～14：00
14：10～14：20
14：30～14：40

三本松駅前 
砥取消防機庫前 
滝谷公民館前 
龍口公民館前 
西谷生活改善センター 
蕨集会所 

４
／
27
 

木 

■狂犬病予防接種日程

赤十字月間とは、毎年５月の１ケ月間、赤十字活動
を実施するために必要な活動資金に対し、皆様からご
協力をいただくため全国一斉に展開している運動です。
ご協力いただいた活動資金は、日本赤十字社を通じ

て災害や紛争などに伴う人道的救援活動などに大切に
活用されています。

【日本赤十字社　奈良県支部　宇陀市地区】

４月は未成年者飲酒防止強調月間です
～お酒は２０歳になってから～

─未成年者がお酒を飲んではいけない主な理由─
●脳の機能を低下させるおそれがあります
●肝臓をはじめとする臓器に障害を起こしやすくなり
ます

●性ホルモンに異常が起きるおそれがあります
●アルコール依存症になりやすくなります
●未成年者の飲酒を禁ずる法律があります

５月は「赤十字運動月間」です
あなたの善意を赤十字にお寄せください
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中
央
図
書
館
で
は
、
１
年
間
を
通

じ
て
「
え
い
が
会
」「
お
は
な
し
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

場
所
は
ど
ち
ら
も
お
は
な
し
の
部

屋
で
す
。

■
え
い
が
会

４
月
15
日（
土
）
午
前
11
時
〜

内
容

マ
ン
ド
レ
ー
ヌ
と
ジ
プ
シ
ー

■
お
は
な
し
会

★
す
く
す
く
ひ
ろ
ば（
０
〜
３
歳
）

■
市
立
中
央
図
書
館

（
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）

榛
原
区
萩
原
２
６
１
０
‐
１

1
82
‐
４
７
４
９

◎
４
月
休
館
日

３
・
10
・
17
・
24
・
29
日

■
市
立
大
宇
陀
図
書
館

（
市
文
化
会
館
２
階
）

大
宇
陀
区
拾
生
８
７
１

1
83
‐
０
９
７
７

◎
４
月
休
館
日

５
・
11
・
12
・

19
・
25
・
26
・
29
日

４
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

▽
１
回
目
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▽
２
回
目
　
午
前
11
時
15
分
〜
11
時

45
分

※
２
回
と
も
同
内
容

★
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ひ
ろ
ば（
３
歳
〜
）

４
月
12
日（
水
）・
26
日（
水
）

午
後
２
時
45
分
〜
３
時
15
分

※
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

★
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば（
５
歳
〜
）

４
月
12
日（
水
）・
26
日（
水
）

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

※
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

★
お
は
な
し
ク
ラ
ブ

４
月
８
日（
土
）・
22
日（
土
）

▽
３
〜
５
歳

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
▽
６
〜
12
歳

午
前
11
時
15
分
〜

11
時
45
分

話題の新刊図書

片田舎の平凡な女子高生・彩子は、あ
る晩、衝撃的な夢を見た。憑かれたよ
うに、その夢の光景をキャンバスに描
きあげた彩子の作品は、日本中を震撼
させるが…。とてつもない物語が幕を
開ける！

「盗作」
飯田譲治・梓　河人著

一般書

見習いコックのトムは、ケーキをとて
も上手に焼けるのですが、皿洗いしか
させてもらえません。そんなある日料
理コンテストがひらかれ、トムは夜通
しかけて「さとうねずみのケーキ」を
作ります。はたしてその結果は？

「さとうねずみのケーキ」
マーガレット・ブロイ・グレアム絵　ジーン・ジオン文

児童書

大
宇
陀
図
書
館
行
事

中
央
図
書
館
行
事

■
お
は
な
し
会

４
月
15
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

対
象

２
歳
〜
小
学
校
低
学
年

場
所

２
階
セ
ミ
ナ
ー
室

内
容

▽
す
が
た
り
「
五
つ
ぶ
の
え

ん
ど
う
豆
」
▽
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
「
ち
び
っ
こ
ザ
ウ
ル
ス
」

▽
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
！

■
え
い
が
会

４
月
16
日（
日
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜

午
後
の
部
　
午
後
２
時
〜

対
象

２
歳
〜
小
学
校
低
学
年

場
所

１
階
研
修
室

内
容

▽
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

「
ト
ー
マ
ス
と
バ
ー
テ
ィ
ー
の
き

ょ
う
そ
う
」
他
▽
え
く
ぼ
お
う

じ
①

今
年
度
か
ら
お
は
な
し
会
の
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た

で
も
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
特
別
行
事
！

■
に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き

『
ア
ン
パ
ン
た
ろ
う
』

日
程

４
月
１
日（
土
）

公
演
回
数

２
回

１
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

２
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

定
員

40
名

当
日
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
各
回
公

演
の
30
分
前
に
入
場
券
を
配
布
し

ま
す
。

人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
で
は
、
保
存
切
れ
と

な
っ
た
雑
誌
な
ど
を
お
譲
り
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

４
月
４
日（
火
）
〜

場
所

図
書
館
正
面
玄
関
特
設
コ
ー

ナ
ー

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了
し

ま
す
。

雑
誌
・
寄
贈
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

満ち足りた生活を捨てて突然姿を消し
た妻。失った愛を求め、作家は旅立つ。
自らの魂のいまだ知られざる場所へと
─。全世界で800万部超のベストセラ
ー

「ザーヒル」
パウロ・コエーリョ著

旦　敬介訳

一般書

「手から食おうか、あしから食おう
か、それともがぶりと、あたまか
ら？」鬼の娘が初めて人を食べる
「お食い初め」の餌食となった若者
が、食われまいと策を労します。
狂言から生まれた絵物語。

「鬼の首引き」
井上洋介絵　岩城範枝文

児童書



■展示ホール

■４月の休館日
５・11・12・19・25・26・29日

宇陀の桜をテーマにした、写真・絵画・粘
土工芸・俳句・短歌などを展示。
展示期間 ４月６日（木）～５月７日（日）

「宇陀の桜」作品展

趣味やアイデアを活かした手作りのユニークな作品を募集
し、２回に渡って作品展を開催します。
募集作品 手芸・小間もの・粘土細工・焼きもの・自然を活　

かした細工など
搬入期間 【１回目】５月14日（日）まで

【２回目】６月15日（木）まで
作品搬入 文化会館へ搬入してください
展示期間 【１回目】５月20日（土）～６月18日（日）

【２回目】６月25日（日）～７月24日（月）

『 手 作 り 作 品 展 』 作 品 募 集

■
森
の
音
楽
喫
茶

月
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る
、
色

と
り
ど
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

休
日
の
午
前
中
、
朝
食
を
と
り
な

が
ら
、
音
楽
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時

４
月
８
日（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

参
加
費

３
０
０
円（
朝
食
代
）

出
演

▽
荒
井
敦
子
（
音
楽
の
森
ふ

れ
あ
い
館
館
長
）
▽
ピ
ア
ニ
ス

ト
＝
大
山
理
保
・
福
家
明
世

協
力

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

■
昼
下
が
り
の
コ
ン
サ
ー
ト

昼
下
が
り
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
の

ど
か
な
田
園
風
景
の
な
か
、
ピ
ア
ノ

演
奏
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
木
曜
日
　
午
後
２
時
〜

３
時
（
第
４
木
曜
日
の
み
、
む
ろ

う
コ
ー
ラ
ス
練
習
の
た
め
午
後
３

時
〜
４
時
）

参
加
費

２
０
０
円（
飲
食
代
）

ピ
ア
ノ
演
奏

▽
大
山
理
保
▽
福
家

明
世

協
力

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

■
む
ろ
う
コ
ー
ラ
ス
参
加
者
募
集
！

昨
年
11
月
に
結
成
し
た
「
音
楽
の

森
む
ろ
う
コ
ー
ラ
ス
」
で
は
、
次
の

と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

音
楽
療
法
士
で
も
あ
る
荒
井
館
長

の
歌
唱
指
導
で
、
心
身
と
も
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日

毎
月
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

音
楽
の
森

参
加
費

▽
前
期（
４
〜
９
月
）、
後

期（
10
〜
３
月
）と
も
２
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ

「
音
楽
の
森
ニ
ュ
ー
ス
」
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、「
音
楽
の
森
」
ま
た
は

室
生
地
域
事
務
所
ア
ー
ト
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
推
進
室（
1
92
‐
２
０
０
１
）ま

で
。

『
音
楽
の
森
　
ふ
れ
あ
い
館
』
で

は
、
音
楽
活
動
を
通
じ
て
地
域
間
・

世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
進

め
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
「
音
楽
と

食
」
を
テ
ー
マ
に
ふ
る
さ
と
の
心
を

伝
え
よ
う
と
、
毎
月
楽
し
い
催
し
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

音
楽
の
森
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

●
室
生
区
上
笠
間
４
４
４
‐
１

1
97
‐
２
２
１
５

開
館
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

毎
週
月
・
火
曜
日

日 曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間  対 象

9 日 宇陀市誕生記念式典 宇 陀 市  午前9時45分 
～11時40分 関 係 者  

■４月分かぎろひホール催し（３月10日現在）

１５　広報うだ　２００６.４

■ロビーコンサート
第21回ロビーコンサートを次のとおり開催

します。
日時 ５月28日（日）午後２時～３時
場所 文化会館ロビー
内容 ピアノ演奏（宮下禮・田中麻由佳・松
田佳奈・松田絢＝榛原区）・ボーカルデュ
オ（フィオーレ＝東吉野村）・リコーダーア
ンサンブル（うたの「笛物語」＝菟田野区）

大宇陀区拾生８７１
1８３‐０９７７

370

370
市文化会館 

音楽の森 

〒 

道の駅 
宇陀路大宇陀 

室生地域事務所室生地域事務所 

室生口大野駅 

榛原駅 

室生地域事務所 

名阪国道 

至榛原区 至名張 

至菟田野区 
市総合センター 

至室生区 

近鉄大阪線 

近鉄大阪線 

至名張 県道都祁名張線 

JAならけん 
やまなみドーム 

GS

GS

や
ま
な
み
ロ
ー
ド 

 

県
道
吉
野
室
生
寺
針
線 

369

165

165

165 針 小倉 

370
368

卍 

■
各
施
設
位
置
図



広報うだ　 １６

大宇陀保健センター（1８３‐２２５５）

各保健事業は、原則として住居区の保健センターで受けてください。都合の悪い場合は、各区の保
健センターにお問い合わせください。

（火） 

（火） 

◎予防接種 

三種混合 
（DPT)

BCG

対象 実施日 

 

受付時間 

午後１時～１時３０分 

３カ月～９０カ月未
満の児 

３カ月～６カ月未満
の児 

場所 
大
宇
陀
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

種類 
１１日 

１８日 

◎教室 

（月） （月） 

（金） 

お達者クラブ対象者：４０歳以上で、病気などで家から外出する機会 
が少なくなっている人（介護保険サービスを受けている人は対象外）。 
平成１８年度のお達者クラブは、４月～７月までの各４回のみです。 
申し込みは、４月１０日までに保健センターへ。 

お達者 
クラブ 

実施日・内容 
１７日　　・２４日 

２８日　　 内容：創作・
体操・レクリエーション 

開催時間 
午後１時３０分
　～３時１５分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（リハビリ教室） （受付：午後１時 
　　～１時３０分） 

菟田野保健センター（1８４‐９９２５）
◎予防接種 

三種混合 
（ＤＰＴ） 

ＢＣＧ 

対象 

３カ月～6カ月未満
の児 

３カ月～９０カ月未
満の児 

実施日 

１８日 

１１日 

受付時間 場所 
大
宇
陀
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

種類 

午後１時～ 
　　　１時３０分 

（火） 

（火） 

榛原保健センター（1８２‐０９９８）

（金） 

◎予防接種 

三種混合 
（ＤＰＴ） 

対象 
３カ月～９０カ月未満 
の児 

実施日 
１４日 

受付時間 
午後１時～ 
１時５０分 

場所 
榛 原 保 健
センター 

種類 

ぬく森の郷（1９２‐５２２０）
◎予防接種 

（木） 

（水） 

BCG

ポリオ 

対象 実施日 

 

受付時間 

午後１時～１時３０分 

３カ月～６カ月未満
の児 

３カ月～９０カ月未
満の児 

場所 
ぬ
く
も
り
の

の
郷 

種類 
　６日 

２６日 

◎健康診査 

１０～１１カ
月健康診査 
４～５カ月児
健康診査 
１歳６カ月児
健康診査 

対象 
平成１７年５月～６月生
まれの児 

平成１７年１１月～１２月
生まれの児 

平成１６年８月～１０月生
まれの児 

実施日 
２１日 

２７日 

２６日 

受付時間 

午後１時～
１時５０分 

場所 
　
　
榛
原
保
健 

　
　
セ
ン
タ
ー 

健診名 

（木） 

（水） 

（金） 

大宇陀区 

菟田野区 

榛原区 

室生区 

◎教室 

※時間は午後１時３０分～３時３０分、場所はぬく森の郷です。 

（月） 

（水） 

運動の 
つどい 

対象・内容 
対象：運動しようと思う人はどなたでも 
内容：筋力アップ運動・有酸素運動など 
内容：ヨガ 

実施日 

　３日 

１９日 

教室名 

◎健康診査 

２歳児歯科健
康診査 
４・５カ月児
健康診査 
１０・１１カ月
児健康診査 

対象 
平成１５年１０月～平成 
１６年３月生まれの児 

平成１７年１０月１５日～
１２月３１日生まれの児 

平成１７年４月１５日～６
月３０日生まれの児 

実施日 
２０日 

２５日 

受付時間 

午後１時～
１時３０分 

場所 
　
菟
田
野
保
健 

　
　
セ
ン
タ
ー 

健診名 

（木） 

（火） 

◎健康診査 

２歳児歯科健
康診査 
４・５カ月児
健康診査 

対象 
平成１５年１０月～平成１
６年３月生まれの児 

平成１７年１１～１２月生
まれの児 

実施日 
２０日 

２５日 

受付時間 

午後１時～

１時３０分 

場所 

菟
田
野
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

健診名 

（木） 

（火） １０・１１カ月
児健康診査 

平成１７年５～６月生ま
れの児 

（木） 

◎教室 

ぞうさん 
教室 

対象・内容 
０歳～５歳児の未入所・
未入園児とその養育者
内容：「はじめまして」 
子供同士、親同士の交流等 

実施日 

２０日 

開催時間 

午前１０時～ 
　　　　１１時 

場所 教室名 
菟
田
野
保
健

セ
ン
タ
ー 

◆献血にご協力ください◆

日時 ４月５日（水）
午前１０時～１１時３０分
午後１２時３０分～４時

場所 宇陀市立病院

菟田野区民対象
◆水中運動講座参加者募集◆

日頃の健康づくりのために水中運動を取り入れてみ
ませんか。
日時 全６回コース【①４月２６日（水）、②５月１７日
（水）③５月３１日（水）、④６月７日（水）、⑤６月２０
日（火）、⑥７月５日（水）】
いずれも午前９時３０分～１１時３０分
場所 ①⑥…菟田野保健センター
②③④⑤…宇陀市室内温水プール（アクアグリーン榛原）

内容　１回目…オリエンテーション、体力測定、室内
体操、講話（２回目以降はプールで運動の予定）

申し込み ４月２１日（金）までに菟田野保健センターへ

４月から大宇陀区・菟田野区の
健診・予防接種の一部を合同で実施します
平成１８年４月から、大宇陀区・菟田野区の乳幼児健

診は菟田野保健センターで、乳幼児予防接種の一部（Ｂ
ＣＧ・三種混合）は大宇陀保健センターで実施します。
実施場所については、４月号広報折り込み「年間保健

カレンダー」で十分にご確認の上お越しください。
Y大宇陀保健センター、菟田野保健センター



１７　広報うだ　２００６.４

日時 ４月11日（火）午前９持45分～正午
（受付：午前９時30分～９時45分）

集合場所 人麻呂公園（大宇陀高校前バス停南約500ｍ）［雨天
の場合は大宇陀体育館］

内容 交流会・ウォーク（約４ｋｍ）
人麻呂公園→本郷ため池周遊道（桜の名勝）→又兵衛桜→人
麻呂公園

対象 宇陀市在住の方
持ち物 水筒・タオル
※雨天の場合は、体育館で交流会・体力テストを行いますの
で、体育館シューズを持参ください。
申し込み ４月７日（金）までに大宇陀保健センターへ

対象 菟田野区民
内容 年間３回程度の全体会と活動について、話し合い
をしながら計画をすすめます。
平成17年度は、栄養・食生活グループと運動習慣グ
ループに分かれて活動をしました。具体的な活動は、
栄養講座の開催、塩分テープの配布、毎月21日開催の
「楽しく歩こう会」などです。
申し込み メンバーとして活動に参加したい方は、４月
21日（金）までに菟田野保健センターへ

※第１回の全体会は、５月23日（火）午後１時30分～３時
30分の予定です。

大宇陀の春を満喫しませんか！
目覚ましウオーキング参加者募集

平成１８年度「健康うたの２１計画」
推進大人部会メンバー募集

大宇陀区子育て支援室
（大宇陀幼児園内／1８３‐３５１１）

榛原区子育て支援センター
（榛原北保育園内／1８２‐１１４３・子
育て支援センター／1８２‐１５５５）

菟田野区子育て支援室“キッズ”
（菟田野保育所内／1８４‐３５８６）

●子育て支援“キッズ”
詳細は、広報うだ５月号で掲載
（５月から月２回実施します）
●サークル「わくわくランド」
養育者が中心となり５月から月１回

活動します。
※保育所内に子育て支援室を設置して
います。いつでも自由に遊びに来てく
ださい（事前にご連絡を）。
●子育て相談
日々の子育てでのご相談事など気軽

に声を掛けてください。

●親子教室（にじの広場）
詳細は、広報うだ５月号で掲載
●子育て支援室の開放　
市内誰でも参加できますので、ぜひ

遊びに来てください。親子でお友達を
つくり、楽しく子育てしましょう。
開放日 ４月１０日（月）１４日（金）
１７日（月） １９日（水） ２５日（火）
２８日（金）

開催時間 午前9時30分～11時30分
開催場所 大宇陀区子育て支援室
●サークル支援
サークル運営の相談に応じたり、依

頼があれば支援室を貸室したりします。
●子育て相談　
子育てについてお悩みの方に電話や

面談で、随時相談に応じています。お
気軽にご相談ください。 ●親子教室

詳細は、広報うだ５月号で掲載

市内で乳幼児がおられる家庭への
支援事業として、保育所（園）や支援
センターでは、一時保育を行ってい
ます。
●一時保育
子育てをしている家庭の子供を一

時的にお預かりする保育です。
・パートの就労、職業訓練、育児に
おけるリフレッシュなど一時的に保
育を必要とする時に、平均週３日を
限度として利用できます。
・保護者の病気、通院、出産、看護
などの理由で、急に保育が必要にな

った時、１か月を限度として利用で
きます。
対象 市内に住所を有する生後６か
月～小学校就学前の乳幼児

利用日 保育所（園）の開園日
料金 半日１，０００円（給食代、お
やつ、ふとんリース料を含む）

利用時間
保育所（園）の通常保育時間
●公立保育所 午前８時30分～午
後０時30分／午後０時30分～午後
４時30分
●私立保育所　午前７時30分～午

後０時30分／午後０時30分～午後
６時30分

実施場所
◆大宇陀保育所（1８３‐３５１１）
◆菟田野保育所（1８４‐３５８６）
◆榛原北保育園内子育て支援セン
ター（1８２‐１１４３または１５５
５）
◆私立しらゆり保育園

（榛原区榛見が丘／1８２‐６３００）
申し込み 利用したい保育所（園）に
７日前までに申請し登録（緊急時
はご相談ください）

一時保育を行っています

●さくらんぼひろば（榛原区限定）
子育て中の方の友達づくり、親子の

触れ合いの場です。５月から毎月第３
水曜日実施します（変更あり）。
詳細は、広報うだ５月号で掲載
●子育て相談　
子育てについてお悩みの方に電話や

面談で、随時相談に応じています。お
気軽にご相談ください。
●ホール開放
人形劇やリズムなど楽しい催しを行

います。詳細は広報紙で案内します。
●園庭の開放（榛原区限定）
北保育園の遊具や砂場で子供と親子

で一緒に遊びます。気軽にお越しくだ
さい。
開放日 毎月第１土曜日　午前９時～
11時30分
●サークル支援
サークル運営の相談に応じたり、依

頼があれば支援室を貸室したりします。

各支援センターでは、親子で楽しく遊びながら、情報交換の場となるような事業を行っています。
気軽にお子さんとご参加ください。
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●小児科

心臓超音波検査は、小さな超音波
発信器を胸に置いて拍動している心
臓をテレビ画面に映し出す検査です。
心臓肥大や収縮性などを知るのに有
用です。超音波は無害で痛みがなく、
15分で終わるので身体に負担のない
検査です。
さて、宇陀市立病院では，今年２

月から、最新鋭の心臓超音波診断装
置SONOS 7500（フィリップス社製）を導入しました。
この装置は、心臓を３次元表示（立体表示）できる世界
で唯一の機種です。心臓の構造・動きが鮮明にわかるこ
とから、心奇形や弁の観察などに威力を発揮しています。
以前と同様に血液の流れをカラー表示できることは言う
までもありません。
心臓は、収縮拡張をくり返して全身に血液を送り出す

ポンプのはたらきをしています。このポンプ作用がおと
ろえると心不全です。最近、心不全の診断には、収縮能
だけでなく拡張能にも注目すべきと学会でいわれるよう

になりました。新しい装置は、拡張能の測定が得意です。
また、この装置では経食道心エコ－が可能です。これ

は，先端に超音波発信器のついた細い管を胃カメラのよ
うに口から飲んで食道側から心臓をみる方法です。心臓
の奥に位置する左心房をくっきりと映し出すことができ
るので、血栓（血のかたまり）のできやすい心房細動と
いう不整脈の方には有益な検査です。特に脳塞栓症を発
症した方は、受けておくことをおすすめします。
このように、新しい心臓超音波診断装置により診断精

度が向上しましたので、的確な治療方針が立てやすくな
りました。
なお、この装置の導入にともない４月から心臓ドック

を始めます。これは、心臓超音波検査・採血・検尿・胸
部レントゲン・心電図と内科診察を午後半日で行い結果
をその場で通知するものです。診察と結果判定は、日本
循環器学会から認定された専門医が行います。心臓に不
安のある方は、ぜひ受診してください。（内科　矢崎晃広）
検診日 毎週月・金曜日（祝日は除く）

午後１時受付開始
健診料金 ２０,０００円（税込）

突然働き盛りをおそうクモ膜下出血、中年から老人に
かけて多くみられる脳血管障害（脳出血塞）など、最近
特に脳の病気が注目を集めています。身体の他の臓器や
大脳も加齢と共に脳萎縮などの生理的変化が生じてきま
す。
自らの脳の状態を正確に把握されることで、健康管理

の一助になればとの目的で脳ドックを実施します。当ド
ックの検査は、痛みなどの苦痛を伴うものではありませ
ん。検査は神経内科・放射線科などの専門医によって総
合的に判断されます。
検査日 毎週金曜日（祝日は除く） 完全予約制

午後１時より受付開始、半日間で終了予定
予約申込 当院医務課まで
検査項目 ①身体計測（身長・体重） ②神経内科診察
及び検査（血圧・高次機能検査） ③血液検査（末消
血液・肝機能・腎機能・ヘモグロビンA１C・糖尿酸・
脂質） ④頚動脈検査（頚動脈エコー） ⑤MRI検査

（磁気共鳴断層検査） ⑥MRA検査（磁気共鳴血管検
査） ⑦眼科検査（視力・眼圧・眼底検査） ⑧尿検
査　⑨心電図検査　⑩胸部X線

健診料金 ３９,９００円（税込）［人間ドックとの併用受
診の場合は、１５,７５０円（税込）］
※人間ドックの費用（３６,７５０円税込）は別途必要。
留意事項 ①午後からの検査ですが、昼食は食べないで
来院してください　②検査内容の都合により、金曜日
のみとなります　③人間ドックと兼ねて受診できます
（金曜日のみ）

［次の項目に該当する方は受診できません］
・心臓ペースメーカー・心臓人工弁（金属製）を装着さ
れている方

・脳動脈瘤の手術をされた方　
・現在妊娠されている方　
・狭い場所に入ると気分が悪くなる方（閉所恐怖症）
◎詳しくは、病院にお問い合わせください。

【外来診察のご案内】

泌尿器科 

眼　 科 

月 

鳥本 

葛城 

火 

 

葛城 

水 

田中 
（雅） 

葛城 

木 

 

松田 

金 

田中 
（洋） 

葛城 

土 

 

担当医 

脳ドックの実施について

●最新鋭の心臓超音波診断装置導入

診　　察 
慢性外来 

予防接種 
乳児検診 

月 

鈴木 
 

鈴木 

火 

岸本 

鈴木 

 

水 

鈴木 
 

 

木 

辰巳 

鈴木 

 

金 

辻村 
 

 

土 

鈴木 
 

 

（１・３・５週） 

（午後３時～） 

（午後３時～） 

※慢性外来、予防接種および乳児検診は予約制です。 
乳児検診も予約制に変わりましたのでご注意ください。 

●泌尿器科・眼科
４月から外来診察（泌尿科・眼科）は下記のとおりとな

ります。

常勤医師として、眼
科の阪上祐志先生の
後任に葛城良昌先生
が着任しました。

宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

４月から外来診察は下記のとおりとなります。
①外来診察担当医が下表のとおり変更になります。
②入院患者の回診などで、外来診察の開始時間が少し遅
れることもあります。
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春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

４
月
６
日
〜
15
日

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
、
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
目
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
基
本
】

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

【
主
な
ね
ら
い
】

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

【県下統一デー】
６日（木）街頭啓発推進デー
７日（金）シートベルト・チャイルドシートの正しい着用推進デー
９日（日）子供と高齢者の交通事故防止推進デー
11日（火）自転車の安全利用推進デー
13日（木）夜間の交通事故防止推進デー
15日（土）交通安全総点検推進デー

県
警
で
は
、
次
の
と
お
り

警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

職
種
　
警
察
官
Ａ

採
用
予
定
　
▽
男
性
65
名
▽

女
性
６
名

資
格
　
昭
和
52
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒

業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成

19
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

受
付
期
間
　
４
月
12
日（
水
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
４
月

５
日（
水
）ま
で

１
次
試
験

▽
教
養
試
験
等

５
月
14
日（
日
）▽
体
力
検

査
　
５
月
21
日（
日
）ま
た

は
28
日（
日
）

Y
宇
陀
警
察
署

（
1
82
‐
０
１
１
０
）

宇
陀
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

三吉良和
よしかず

ちゃん（５歳）

伶和
れいな

ちゃん（８ヶ月）

わが家のアイドル「伶和」。
良和お兄ちゃんも一生懸命お
世話してくれます。これから
も二人仲良くしてね！

住所：大宇陀区小附

熊本晃己
こうき

ちゃん（２歳）

すくすく元気に育ってね！

住所：榛原区萩原

◆
わ
が
や
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
◆

お
子
さ
ん
の
写
真
を
広
報
「
う

だ
」
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
子
さ
ん
の
写
真
と
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
一
言
メ

ッ
セ
ー
ジ
（
40
字
程
度
ま
で
）
及
び

問
い
合
わ
せ
先
を
記
入
の
上
、
宇

陀
市
役
所
　
広
報
情
報
課
ま
で
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎あいさつは　心をつなぐ　第一歩・・・・・・・・・・・・榛原中１年　大塚一輝
◎家族の会話が今夜のごちそう・・・・・・・・・・・・・・榛原中１年　向井萌佳
◎豊かな心、やさしい心、明日を育てる僕らの心・・・・・・榛原中２年　井上貴裕
◎ちょっと待ってよ大人たち　子供はそれをみているよ・・・榛原中２年　高畑純子
◎あいさつと　笑顔でつなごう　心の輪・・・・・・・・・・榛原中３年　濱田愛香
◎ありがとう　その一言で　良い気持ち・・・・・・・榛生昇陽高１年　西村由佳里
◎かたむけよう　助けを求める　小さな声に・・・・・・榛生昇陽高２年　大手惇史
◎帰り道　優しくみまもる　大人の瞳・・・・・・・・・榛生昇陽高２年　岡野浩実
◎大切に！！　みんなの笑顔と地域の輪・・・・・・・・・榛原高３年　大貫三代子
◎親切は　輝く明日への　道しるべ・・・・・・・・・・・・榛原高３年　片野　秀

榛原区内で募集した青少年健
全育成啓発標語に、区内の中学
生、高校生から1,047点の応募
があり、次の作品が優秀賞に選
ばれました。
【榛原区青少年健全育成協議会】

県
警
警
察
官
募
集



身
体
障
害
者
等
の
方
の
軽
自
動

車
税
減
免
制
度

身
体
障
害
者
等
が
そ
の
障
害
を

克
服
し
、
充
実
し
た
社
会
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
軽
自
動
車
税
の
減

免（
免
除
）申
請
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か

戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
自
ら

が
運
転
す
る
軽
自
動
車
、
ま
た
は

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
障
害

者
と
生
計
を
同
一
に
す
る
方
が
障

害
者
の
た
め
に
運
転（
通
学
、
通

院
な
ど
）す
る
軽
自
動
車
で
す
。

な
お
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
て
も
障
害
の
種
類
・
程
度
に
よ
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【
Y
】マ
ー
ク
と
課
名
の
み
の
場

合
は
、
裏
表
紙
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

で
電
話
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
外
局
番
の
な
い
電
話

番
号
は
、
０
７
４
５
局
で
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
募
集

職
種

レ
ス
ト
ラ
ン
榛
奈
フ
ロ
ア

ス
タ
ッ
フ
、
宴
会
等
の
配
膳
係

●
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ

年
齢
　
45
歳
く
ら
い
ま
で
の
主

婦
・
学
生（
高
校
生
可
）・
フ
リ

ー
タ
ー
等

勤
務
　
午
前
８
時
〜
午
後
８
時
の

間
で
時
間
・
曜
日
応
相
談

●
宴
会
等
の
配
膳
係

年
齢
　
50
歳
く
ら
い
ま
で

勤
務
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９

時
の
間
で
時
間
・
曜
日
応
相
談

募
集
人
数
　
共
に
若
干
名

っ
て
は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
　
４
月
21
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
曜
を
除
く

場
所
　
市
税
務
課
ま
た
は
各
地
域

事
務
所

持
ち
物
　
申
請
書（
税
務
課
・
各

地
域
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）・

手
帳
・
印
か
ん
・
運
転
免
許

証
・
自
動
車
検
査
証（
車
検
の

あ
る
も
の
）

国
保
税
　
平
成
17
年
中
の
収
入

の
申
告
を
！

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
全
員
の
所
得
や
資

産
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
所
得
税
や
住
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
方
も
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

正
確
な
国
民
健
康
保
険
税
の
計

算
や
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
た

め
に
は
、
申
告
は
欠
か
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

申
告
す
る
内
容
は
、
前
年
中
の

所
得（
平
成
17
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
得
た
所
得
）で
、

次
の
期
間
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
期
間
　
４
月
17
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
曜
を
除
く
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

場
所
　
市
税
務
課
ま
た
は
各
地
域

事
務
所

持
ち
物
　
印
か
ん
・
収
入
等
の
わ

か
る
書
類

申
告
の
必
要
が
な
い
方
　

①
確
定
申
告
や
市
民
税
の
申
告
を

し
た
方

②
給
料
か
年
金
の
み
の
所
得
で
、

そ
の
支
払
い
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

③
ど
な
た
か
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
方
（
違
う
世
帯
の
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
は
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。）

Y
市
税
務
課美

榛

苑

税

務

課

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
電
話
連
絡

の
上
、
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を

美
榛
苑
へ

Y
保
養
セ
ン
タ
ー
美
榛
苑

（
1
82
‐
１
１
２
６
）

職
員
募
集
　
看
護
師
・
助
産
師

●
看
護
師
・
助
産
師
（
正
職
員
）

資
格
　
37
歳
未
満
の
看
護
師
・
助

産
師
免
許
の
取
得
者

募
集
人
員
　
若
干
名

●
看
護
師
（
パ
ー
ト
職
員
）

年
齢
　
50
歳
以
下
の
看
護
師
免
許

の
取
得
者

募
集
人
員
　
若
干
名

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
宇
陀
市
立
病
院

庶
務
課
へ（
随
時
面
接
）

『
看
護
の
日
』

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

５
月
12
日
は
、
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日

に
ち
な
ん
で
、
看
護
の
日
に
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
看
護
部
で
は
、
看
護

の
心
・
助
け
合
い
の
心
を
誰
も
が

認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎

年
看
護
の
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

市

立

病

院

て
い
ま
す
。

今
年
は
４
町
村
の
合
併
を
記
念

し
て
、
次
の
と
お
り
市
役
所
で
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
12
日（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

場
所
　
市
役
所
１
階
ふ
る
さ
と
テ

ラ
ス

内
容▽

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
の
相

談
会

▽
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
相
談
会

▽
ビ
デ
オ
上
映
等

Y
宇
陀
市
立
病
院

（
1
82
‐
０
３
８
１
）

ま
ち
な
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
石
景
庵

（
大
宇
陀
区
上
）で
は
、
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
宇
陀
市

出
身
の
画
家
　
松
岡
正
雄
画
伯
の

展
覧
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

期
間
　
４
月
24
日（
月
）ま
で
（
休

館
日
　
毎
水
曜
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

内
容
　
自
画
像
・
村
の
子
供
達
・

老
婆
な
ど

入
館
料
　
無
料

Y
市
松
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
（
1
87
‐
２
２
７
４
）

ま
ち
な
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー

春
の
特
別
展



４
月
１
日
か
ら
、
榛
原
区
下
井

足
の
旧
西
井
之
谷
地
区
が
、
榛
原

小
学
校
区
と
な
り
ま
し
た
。

Y
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
学
校
教

育
課

２１　　広報うだ　２００６.４

65
歳
以
上
の
方
へ
入
浴
回
数
券

を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と

し
て
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
に
４
月
〜
９
月
分
の
入
浴
回
数

券（
各
施
設
共
通
・
24
回
分
）を
、

次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
住
所
地
の
地
域
事

務
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
４
月
10
日（
月
）〜
随

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

場
所
　
各
地
域
事
務
所
福
祉
課

持
ち
物
　
印
か
ん
・
本
人
で
あ
る

こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
・
保
険
証
等
）

市

民

福

祉

課

●
保
険
料
基
準
額
の
改
定
に
つ

い
て65

歳
以
上
の
方（
１
号
被
保

険
者
）が
納
め
る
介
護
保
険
料

の
基
準
額
は
、
３
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま

で
の
、
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
見
込
み
を
も
と
に
し

て
、
新
た
な
保
険
料
額
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宇
陀
市
で
は
、
介
護
保
険
制

度
の
定
着
に
よ
り
、
す
べ
て
の

区
に
お
い
て
利
用
者
数
・
利
用

量
と
も
に
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
り
、
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
費
用

は
増
大
す
る
見
込
み
で
す
の

で
、
保
険
料
も
必
然
的
に
上
昇

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

改
定
後
の
保
険
料
額
に
つ
い

て
は
、
次
号
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
個
人
へ
の
保

険
料
年
額
と
期
別
納
付
額
の
通

知
は
７
月
中
旬
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
市
民
福
祉
課
ま
た
は
各
地

域
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
所
得
段
階
区
分
の
見
直
し
に
つ

い
て個

人
の
保
険
料
は
、
そ
の
方
の

属
す
る
所
得
段
階
区
分
に
よ
り
決

定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
所
得

段
階
は
５
段
階
に
別
れ
て
い
ま
し

た
が
、
法
改
正
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
６
段
階
に
な
り
ま
し
た
。

段 階  

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

対 象 者  
◎本人と世帯全体が住民税非課税の老齢福祉年金受給者 
◎生活保護受給者 
本人及び世帯全員が住民税非課税で、所得と課税年金収
入の合計が80万円以下の人 
本人及び世帯全員が住民税非課税で第２段階以外の人 

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税の人がいる場合） 

本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円未満の人 

本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円以上の人 

保 険 料

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額 

基準額×1.25

基準額×1.5

介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

小
学
校
通
学
地
域
の

一
部
変
更

榛
原
町
文
化
体
育
事
業
団
　
工

芸
部
門
教
室
受
講
生
作
品
展
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
▽
４
月
22
日（
土
）〜
30
日

（
日
）▽
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
市
ふ
れ
ｉあ

い

ギ
ャ
ラ
リ
ー

宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日（午前
8時30分～正午）、証明発行業務を榛原地域
事務所　市民課で行っています。 
4月は8日と22日です。 
※住民基本台帳ネットワークシステム関連業
務（住民基本台帳カードの交付申請・他市町
村の住民票の発行）は行うことができません。 

榛
原
町
文
化
体
育
事
業

団
受
講
生
作
品
展

ふれｉギャラリー 

休 館 日　4・11・18・25日 
開館時間　午前 9 時～午後 5 時 

◎複製絵画による世界の名画展
５日（水）～16日（日）
◎文化体育事業団陶芸教室展示会
22日（土）～30日（日）

宇陀市善意銀行に次の方々から預託いただきま
した。厚くお礼申し上げます。 （敬称略）

●世界人権宣言菟田野町実行委員会………15,172円
●赤瀬公民館（榛原区）………………… 7,740円
●匿名（２件）……………………………1,013円

Y宇陀市社会福祉協議会（184‐4116）

善 意 銀 行  
利
用
方
法
　
施
設
を
利
用
す
る
時

は
、
必
ず
入
浴
回
数
券
を
切
り

離
さ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
施
設

●
美
榛
苑
別
館
大
浴
場（
榛
原
区
）

●
ニ
ュ
ー
福
寿
温
泉（
榛
原
区
）

●
あ
き
の
の
ゆ（
大
宇
陀
区
）

●
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー

ぬ
く
森
の
郷（
室
生
区
）

※
休
館
日
・
入
浴
時
間
等
は
、
各

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

Y
市
市
民
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域

事
務
所

榛
原
区
の
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

美
榛
温
泉
無
料
入
浴
招
待
券
事
業

は
廃
止
と
な
り
ま
す
。



●
人
権
・
行
政
相
談

日
時
・
場
所

●
４
月
５
日（
水
）午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
／
市
菟
田
野
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー

●
４
月
12
日（
水
）午
前
９
時
〜
午

後
３
時
／
市
室
生
振
興
セ
ン
タ

ー
●
４
月
17
日（
月
）午
前
９
時
〜
11

時
45
分
／
市
大
宇
陀
福
祉
会
館

●
４
月
19
日（
水
）午
前
９
時
〜
午

後
３
時
／
宇
陀
市
役
所
　

内
容
　
人
権
の
侵
害
に
関
す
る
諸

問
題
な
ど

Y
人
権
相
談
は
市
人
権
施
策
課
、

行
政
相
談
は
市
総
務
課

●
心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

●
４
月
12
日（
水
）午
前
９
時
〜
午

後
３
時
／
市
室
生
振
興
セ
ン
タ

ー
●
４
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）午

前
９
時
〜
正
午
／
市
榛
原
公
民

館（
旧
榛
原
中
央
公
民
館
）

●
４
月
17
日（
月
）午
前
９
時
〜
11

時
45
分
／
市
大
宇
陀
福
祉
会
館

●
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）／
菟
田
野
区
社
会
福
祉
協

議
会

内
容
　
暮
ら
し
の
諸
問
題
に
関
す

◎担い手バンクに登録した『受け手農家』の方には、
一定の条件を満たす農地の賃借、農作業の受託をした
場合、次の助成金制度もあります。
①農地流動化促進事業　7,500円／10aの助成金
※農地の賃借権等を設定した場合
②農作業受委託促進事業 5,000円／10aの助成金
※ＪＡならけんを通じて農作業の受託をする場合
③遊休農地復旧促進事業 17,500円／10aの助成金
※遊休農地を復旧し、農地の賃借権等を設定した場合　

あなたの田んぼが泣いていませんか？『担い手バンク』を利用ください
農地の規模拡大や農作業の受託を望んでいる『受け手農家』（市内に住所のある農業者か農業生産法人

等）、農地の維持管理に困っている『出し手農家』（市内に農地を所有する農業者）は、お互いの出会い
をサポートする｢担い手バンクシステム｣に登録しましょう。

☆貸した農地は必ず戻ってきます
農業経営基盤強化促進法により、農

地の貸し借りを行うと、決めた期間が
くれば離作料を払うことなく農地を必
ず返してもらえます。

各

種

相

談

広報うだ　 ２２

『
憲
法
週
間
』
記
念
行
事

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
５
月
の

憲
法
週
間
を
記
念
し
た
「
無
料
法

る
こ
と

Y
宇
陀
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
社
会
保
険
出
張
相
談
所

日
時
　
４
月
24
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
　
宇
陀
市
役
所

内
容
　
年
金
関
係
（
年
金
請
求
手

続
き
、
加
入
期
間
の
確
認
等
）、

社
会
保
険
関
係
な
ど

※
年
金
に
関
す
る
相
談
の
場
合
は

年
金
手
帳
を
、
代
理
人
の
場
合
は

委
任
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

Y
奈
良
社
会
保
険
事
務
局

1
０
７
４
２
‐
32
‐
０
５
０
５

●
交
通
事
故
相
談
　
　

日
時
・
場
所
　
４
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
／
宇
陀

市
役
所
　

内
容
　
交
通
事
故
の
粉
争
・
示

談
・
調
停
な
ど

Y
市
総
務
課

律
相
談
」
と
「
裁
判
傍
聴
会
」
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
無
料
法
律
相
談

日
程
　
５
月
11
日（
木
）

場
所
・
時
間
　
▽
奈
良
弁
護
士
会

（
奈
良
市
登
大
路
町
５
番
地
）／

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▽
経
済

会
館（
大
和
高
田
市
大
中
106
‐

２
）／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▽

奈
良
弁
護
士
会
南
和
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー（
五
條
市
今
井
２
‐

212
‐
１
ナ
ン
ト
ビ
ル
２
階
）／
午

前
９
時
〜
正
午

相
談
時
間
　
１
人
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
24
日（
月
）〜
５
月
９
日（
火
）

の
間（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）に
次

へ
電
話
で
予
約
。

奈
良
弁
護
士
会

（
1
０
７
４
２
‐
22
‐
２
０
３
５
）

●
裁
判
傍
聴
会

日
程
･
時
間
　
５
月
９
日（
火
）・

10
日（
水
）・
11
日（
木
）の
う
ち

い
ず
れ
か
１
日
／
午
後
か
ら
の

２
〜
３
時
間

場
所
　
奈
良
弁
護
士
会
及
び
奈
良

地
方
裁
判
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月

20
日（
木
）ま
で
に
次
へ
。

〒
６
３
０
‐
８
２
１
３

奈
良
市
登
大
路
町
５
番
地

奈
良
弁
護
士
会

（
5
０
７
４
２
‐
23
‐
８
３
１
９
）

奈
良
弁
護
士
会

◎各事業には交付対象・事業要件がありますので、詳し
くは市産業企画課または各地域事務所農林商工課までお
問い合わせください。

◆担い手バンク申し込み・問い合わせ
市産業企画課（182‐2403）または各地域事務

所農林商工課、ＪＡならけん市内各支店・各経
済センター、県東部農林振興事務所（182‐
3248）まで。
なお、申込書は各申し込み先窓口にあります。



平
成
19
年
度
よ
り
国
の
制
度
で

あ
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

が
ス
タ
ー
ト
し
、
農
業
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

こ
の
施
策
は
米
・
麦
・
大
豆
等
、

作
物
ご
と
に
全
て
の
生
産
者
を
対

象
に
補
助
さ
れ
て
い
た
施
策
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
対
象
を
市
町
村

が
認
め
た
認
定
農
業
者
や
、
規
約

が
あ
る
等
、
一
定
の
条
件
を
備
え

た
集
落
の
組
織
都
市
、
収
入
の
確

保
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

支
援
の
内
容
は
、「
麦
・
大
豆
の

生
産
コ
ス
ト
の
う
ち
販
売
収
入
で

は
ま
か
な
え
な
い
部
分
の
補
て
ん
」

と
「
米
・
麦
・
大
豆
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
収
入
と
基
準
収
入
と
の
差
額

を
合
算
・
相
殺
し
、
減
収
額
の
九

割
を
補
て
ん
」
す
る
二
本
立
て
で

す
。こ

の
制
度
は
大
規
模
に
米
作
り

を
や
っ
て
い
る
地
域
の
施
策
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
農
地
の
少
な

い
場
合
、
生
産
調
整（
転
作
）組
織

の
場
合
、
野
菜
等
と
の
複
合
経
営

の
場
合
の
特
例
で
の
緩
和
措
置
も

あ
り
支
援
対
象
者
が
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
農
家
の

方
々
に
理
解
頂
き
、
こ
の
制
度
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は（
市
農
業
振
興
課
、
市
農
業
委
員

会
事
務
局
、
奈
良
県
東
部
農
林
振

興
事
務
所
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
奈
良
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
】

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

２３　　広報うだ　２００６.４

平
成
17
年
歌
会
始

今
年
の
お
題
は
「
月
」

平
成
19
年
歌
会
始
の
詠
進
要
領

は
次
の
と
お
り
で
す
。

詠
進
歌

お
題
を
詠
み
こ
ん
だ
未

発
表
の
自
作
短
歌
で
一
人
一
首
　

書
式

習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に

用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
・
氏
名（
本
名
・
ふ
り

が
な
つ
き
）・
生
年
月
日
・
職
業

を
縦
書
き
に
毛
筆
、
自
書
に
よ

り
記
入（
※
病
気
等
に
よ
り
自
書

で
き
な
い
方
は
、
代
筆
・
パ
ソ

コ
ン
・
点
字
な
ど
に
よ
る
詠
進

も
可
）

詠
進
方
法

封
筒
に
詠
進
歌
と
書

き
添
え
、
９
月
30
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
次
へ

送
付
・
問
い
合
わ
せ

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
　
宮
内
庁

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
お
早
め
に
！

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）の
年
度
更
新
手

続
き
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
22

日
ま
で
で
す
。

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
事

そ

の

他

業
主
の
方
は
、
こ
の
期
間
内
に
平

成
17
年
度
概
算
保
険
料
の
確
定
精

算
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
18
年

度
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１
人
で
も
労
働
者
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
の
方
で
、
ま

だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

場
合
は
、
必
ず
加
入
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
奈
良
労
働
局

（
1
０
７
４
２
‐
32
‐
０
２
０
３
）

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

に
伴
う
測
量
を
実
施
し
ま
す

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
「
都

市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環

と
し
て
、
国
土
地
理
院
及
び
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
、
次

の
と
お
り
測
量
等
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
　
平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19

年
３
月（
予
定
）

対
象
地
域
　
宇
陀
市
の
人
口
集
中

地
区

※
対
象
地
域
に
つ
い
て
は
、
次
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

作
業
内
容
　
測
量
作
業

問
い
合
わ
せ

都
市
再
生
機
構
西
日
本
支
社（
1

０
６
‐
６
９
６
９
‐
９
５
９
２
）ま

た
は
国
土
地
理
院
近
畿
地
方
測
量

部（
1
０
６
‐
６
９
４
１
‐
４
５
０

７
）

瀧
桜
（
又
兵
衛
桜
）
桜
ま
つ
り

大
宇
陀
区
本
郷
の
瀧
桜（
又
兵

衛
桜
）で
、
桜
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
大
宇
陀
町
観
光
協
会
主
催
）に

よ
る
桜
ま
つ
り
が
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間

４
月
１
日（
土
）〜
16
日（
日
）

イ

ベ

ン

ト

※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

内
容
　
▽
協
賛
団
体
に
よ
る
物
産

販
売
▽
観
光
案
内
ほ
か

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月
１
日
か
ら

９
日
の
間
の
午
後
６
時
〜
９
時

そ
の
他

桜
付
近
は
通
行
規
制

（
一
方
通
行
・
駐
車
禁
止
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
桜
維

持
保
護
協
力
金（
１
０
０
円
）の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Y
大
宇
陀
地
域
事
務
所
農
林
商
工

課（
1
83
‐
２
２
５
１
）

佛
隆
寺
千
年
桜
の
花
見
会

榛
原
区
赤
埴
の
仏
隆
寺
の
古
桜

で
、
榛
原
町
観
光
協
会
主
催
の
花

見
会
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
時

４
月
15
日（
土
）
午
前
11

〜
午
後
３
時

そ
の
他

桜
の
開
花
期
間
中
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

Y
榛
原
地
域
事
務
所
農
林
商
工
課

鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り

鳥
見
山
公
園
一
帯（
榛
原
区
萩

原
）で
、
榛
原
町
観
光
協
会
主
催

の
つ
つ
じ
祭
り
が
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

４
月
30
日（
日
）
午
前
10

〜
午
後
３
時
30
分

Y
榛
原
地
域
事
務
所
農
林
商
工
課

平
成
18
年
度
水
質
検
査
計
画

平
成
18
年
度
水
質
検
査
計
画

を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

閲
覧
期
間

４
月
３
日（
月
）〜
10

日（
月
）

閲
覧
場
所

市
水
道
局

Y
市
水
道
局

水
道
局
浄
水
課



花
に
囲
ま
れ
た
潤
い
あ
る
住
み

よ
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ

し
、
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク
を
開
設
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
花
の
種
子
を
無

料
で
配
布
し
、
そ
の
花
の
種
の
一

部
を
ま
た
希
望
す
る
方
に
配
付
す

る
も
の
で
す
。

な
お
当
日
に
、
世
界
一
ひ
ま
わ

り
コ
ン
テ
ス
ト
や
同
カ
ボ
チ
ャ
コ

ン
テ
ス
ト
の
受
付
も
行
い
ま
す
。

開
設
日
　
４
月
８
日（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
　
場
所
・
問
い

合
わ
せ
　
植
平
工
業（
株
）内
フ
ラ

ワ
ー
バ
ン
ク
事
務
局（
大
宇
陀
区

大
東
203
‐
１
1
83
‐
３
０
１
１
）

さ
さ
が
く
猟
路

か
り
じ

の
会
で
は
、
地

域
と
世
代
間
の
交
流
を
目
的
と
し

た
桜
祭
り
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
河
川
敷
に
植
え
ら
れ
た
250

本
の
桜
を
見
な
が
ら
猟
路
鍋（
宮

廷
遊
猟
に
ち
な
ん
だ
豚
汁
風
鍋
）

を
囲
ん
で
、
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
９
日（
日
）
午
前
11

フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク
で

住
み
よ
い
環
境
を
！

猟
路
の
桜
祭
り
開
催
！

時
〜（
雨
天
中
止
）
会
場

篠
楽

河
川
公
園
付
近（
榛
原
区
篠
楽
）

内
容
　
猟
路
鍋
・
酒
類
・
お
菓
子

の
振
る
舞
い
等
　
問
い
合
わ
せ

井
戸
方
（
1
82
‐
３
６
７
０
）

６
歳
以
上（
５
歳
は
保
護
者
同

伴
）で
老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

見
学
、
体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日
　
毎
週
木
・
金
曜
日

【
子
供
の
部
】午
後
６
時
30
分
〜
７

時
30
分
【
大
人
の
部
】午
後
７
時

30
分
〜
８
時
30
分
　
場
所
　
市
総

合
体
育
館（
榛
原
区
）
問
い
合
わ

せ
　
内
田
方（
1
82
‐
２
５
３
１
）

日
ご
ろ
は
収
蔵
庫
に
安
置
さ
れ

て
い
る
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像（
室
生
区
三

本
松
）が
、
毎
月
９
日
に
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
榧か

や

材
一
木
造
り
の
地
蔵
菩

薩
は
、
豪
雨
に
よ
り
流
れ
着
い
た

と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
地
元
で

は
「
真
堂
」「
子
安
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
、
そ
の
穏
や
か
な

表
情
か
ら
子
安
地
蔵
と
し
て
人
々

合
気
道
（
奈
良
県
支
部
榛
原
道

場
）
練
習
生
募
集

重
文
「
子
安
地
蔵
菩
薩
像
」

拝
観
公
開
！

の
厚
い
信
仰
を
受
け
て
い
ま
す
。

室
生
寺
金
堂
の
釈
迦
如
来
像
と

類
似
点
が
多
く
、
も
と
は
室
生
寺

金
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
の
説

も
あ
り
ま
す
。

公
開
日
　
毎
月
９
日
　
午
前
９
時

〜
正
午
　
場
所
　
室
生
区
三
本
松

（
中
村
地
内
）
問
い
合
わ
せ

次

の
専
任
員
ま
で

▽
洞
出
利
昭（
1
92
‐
２
７
８
６
）

▽
勝
井
丈
治（
1
92
‐
２
２
９
６
）

▽
勝
井
康
訓（
1
92
‐
２
２
１
７
）

み
ど
り
の
丘
児
童
合
唱
団
で

は
、
幼
稚
園
年
中
さ
ん
か
ら
中
学

校
３
年
生
ま
で
の
新
入
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
歌
う

楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
体

験
、
見
学
Ｏ
Ｋ
！

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
　
場
所
　
ひ
の
き
坂

公
民
館（
榛
原
区
）
会
費
　
１
、

５
０
０
円
／
月
　
問
い
合
わ
せ

高
田
方（
1
82
‐
６
４
９
１
）

花
と
み
ど
り
の
ク
ラ
ブ
　
市
民

農
園
で
は
、
会
員
を
募
集
中
で
す
。

豊
か
な
自
然
の
中
の
市
民
農
園

み
ど
り
の
丘
児
童
合
唱
団

団
員
募
集
！

広報うだ　 ２４

市
民
農
園
平
成
18
年
新
会
員
募

集

で
、
美
し
い
花
や
野
菜
作
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
会
員
に
は
、

◆
花
や
野
菜
作
り
が
初
め
て
の
方

で
も
係
が
親
切
に
教
え
ま
す
。

◆
種
・
苗
・
肥
料
な
ど
の
実
習
材

料
を
割
安
で
斡
旋
し
ま
す
。

◆
農
園
は
10
㎡（
約
６
畳
）当
た
り

月
々
160
円
で
必
要
な
面
積
だ
け
つ

く
れ
ま
す
。

◆
農
具
や
園
芸
用
品
を
貸
し
出
し

ま
す
。

◆
畑
獲
り
新
鮮
野
菜
を
割
安
で
斡

旋
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
４
月
10
日（
月
）
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民
農

園
代
表
　
横
山
方（
1
82
‐
２
５

１
４
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
和
ク
ラ
ブ
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
・

環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
活
動

の
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
知
識
や
経
験
、
趣
味
や

特
技
な
ど
を
地
域
に
広
め
ま
せ
ん

か
。
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

教
え
る
対
象
は
、
園
児
・
小
学

生
・
中
学
生
以
上
の
若
者
・
成

年
・
高
齢
者
な
ど
、
ど
の
世
代
が

対
象
で
も
、
ま
た
活
動
は
１
回
限

り
で
も
、
定
期
的
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
な
お
、
活
動
経
費
・
交
通

■
掲
載
項
目
は
必
要
最
小
限
度
内

に
（
９０
文
字
程
度
）
■
紙
面
の
都
合

上
掲
載
で
き
な
い
場
合
あ
り
■
掲

載
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
責
任

を
持
つ
こ
と
■
営
利
目
的
の
も
の

（
主
催
者
が
収
入
を
得
る
も
の
や

営
利
行
為
の
無
料
Ｐ
Ｒ
活
動
、
職

業
に
密
接
し
た
も
の
も
含
む
）
、

政
治
宗
教
に
関
す
る
も
の
、
公
序

良
俗
に
反
す
る
も
の
、
金
銭
的
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
も

の
、
不
特
定
多
数
の
町
民
を
対
象

と
し
な
い
も
の
な
ど
は
掲
載
不
可

■
原
稿
は
掲
載
日
の
約
１
カ
月
前

に
宇
陀
市
役
所
　
広
報
情
報
課
へ

み
ん
な
の
掲
示
板

掲
載
記
事
募
集
中
！

●
広
報
「
う
だ
」
３
月
号
９
ペ
ー
ジ

掲
載
の
「
市
内
医
療
機
関
一
覧
」
記

事
中
に
誤
り
が
多
数
あ
り
、
関
係
医

療
機
関
の
方
々
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
な
お
訂
正
は
、
広
報
４

月
号
に
折
り
込
み
ま
し
た
「
市
内
医

療
機
関
一
覧
」
の
発
行
を
も
っ
て
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Y
市
広
報
情
報
課

お
詫
び
と
訂
正

あ
な
た
の
力
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か

費
は
当
ク
ラ
ブ
で
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
清
水
方（
1
82
‐

５
６
６
９
）

み
ん
な
の
掲
示
板
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ロビー 

大広間 

カラオケ 

出入り口 

屋外 
バーデゾーン 

バーデ 
ルーム 

休
憩
テ
ラ
ス 

休
憩
テ
ラ
ス 

脱
衣
所 

脱
衣
所 

フ
ロ
ン
ト 

浴
室 

浴
室 

フィットネスルーム 

塩サウナ 

新露天風呂 

レストラン 
（５月オープン予定） 

1 土 「あきののゆ」リニューアルオープン 26 水  
2 日  27 木  
3 月  28 金  
4 火  29 土  
5 水  30 日 鳥見山つつじ祭り（鳥見山公園） 
6 木  
7 金 市内各小学校入学式 
8 土  
9 日 宇陀市誕生記念式典（市文化会館） 
10 月 市内各中学校入学式 
11 火 「人権を確かめあう日」市民集会（たかぎふるさと館） 
12 水  
13 木  
14 金  
15 土  
16 日 宇陀市議会議員選挙告示日 
17 月  
18 火  
19 水  
20 木  
21 金  
22 土  
23 日 宇陀市議会議員選挙投票日 
24 月  
25 火  

日 曜 主 な 行 事 予 定  日 曜 主 な 行 事 予 定  

◆◆◆ ゴ ミ 収 集 日 程 ◆◆◆
■菟田野区
◎燃えるゴミ収集 毎週月・木曜日
◎ガラス・ビン類ゴミ収集 毎月10日
◎金属類ゴミ収集 毎月20日
Y菟田野地域事務所　市民環境課（1８４‐２５２１）
■室生区（燃えないゴミ）
◎４月10日（月）
上笠間・下笠間・深野・小原・染田・多田・無山・奥山
◎４月20日（木）
大野・向渕（奥山除く）・三本松・砥取・瀧谷・西谷・
龍口

◎４月28日（金）
黒岩・田口元上田口・下田口・田口元角川・室生

Y室生地域事務所　市民環境課（1９２‐２００１）
■大宇陀区・榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配布しているゴミカレンダー

等をご覧ください。
Y大宇陀地域事務所　市民環境課（1８３‐２２５１）
Y榛原地域事務所　護美センター（1８２‐６５２１）

桜の咲く季節
大宇陀温泉「あきののゆ」が新しくなりました

４月１日（土）、塩サウナやフィットネスルームの新設、露天風呂
の拡張などを行い「あきののゆ」がリニューアルオープンしました。
また、レストランも５月１日オープンを目ざして現在工事中です。
なお、あきののゆでは市民の皆さんに気軽にご利用いただくため、

『市民割引サービス』を行いますので、ぜひご利用ください。

【市民割引カード利用方法】
本ページ左上の市民割引カード引換券を、点線にそ

って切り取りあきののゆへ持参いただくと、フロント
にて『市民割引カード』を発行します。
あきののゆご利用時に「市民割引カード」を提示い

ただくと、下記料金にて入浴できます。
☆市民料金 一般大人７００円を５００円に

一般小人３５０円を２５０円に
※市民割引カードには有効期限があります。詳しくは、
あきののゆ（183‐4126）までお問い合わせください。
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榛
原
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
遠

く
神
話
の
世
界
、
神
武
じ
ん
む

天
皇
の
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

神
武
天
皇
の
伝
説
が
残
る
鳥
見
山

公
園
（
近
鉄
榛
原
駅
か
ら
3.2
d
）
に
、

「
鳥
見
山
中
霊
畤
跡

と
み
の
や
ま
な
か
ま
つ
り
の
に
わ
あ
と

」
と
刻
ま
れ
た
石

碑
や
万
葉
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

『
古
事
記
』、『
日
本
書
記
』
に
よ

る
と
、
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命

か
む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と

（
後
の

神
武
天
皇
）
は
、
国
を
治
め
る
の
に

適
し
た
土
地
を
さ
が
す
た
め
に
、
日

向
国
（
今
の
宮
崎
県
）
か
ら
大
和
国

に
入
り
、
地
元
の
豪
族
で
あ
っ
た

長
髄
彦

な
が
す
ね
ひ
こ

と
戦
い
勝
利
を
納
め
、
大
和

を
平
定
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
戦
い
の
時
、
金
色
の
不
思
議

な
鵄と
び

が
飛
来
し
天
皇
の
弓
に
止
ま
り

天
皇
に
味
方
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
輝
く
鵄
の
姿
に
惑
わ
さ
れ
た
敵

は
応
戦
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
戦
い
に
勝
利
を
お
さ
め
た
天
皇
は
、

そ
の
鵄
か
ら
そ
こ
を
鵄
の
邑む
ら

と
名
付

け
、
そ
れ
が
な
ま
っ
て
「
鳥
見
」
と

な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
を
残
す
鳥
見
山
公
園
は
、

春
に
は
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
数

千
本
の
つ
つ
じ
が
、
秋
に
は
真
っ
赤

な
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
30
日
に
は
、
毎
年
恒
例
の

「
鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り
」
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
模

擬
店
も
出
ま
す
の
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ

気
分
で
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

165

宇陀警察署 

榛原あかね公園 

県水道局榛原調整池 

鳥見山公園 

至
桜
井 

至
室
生
区 

至大宇陀区・菟田野区 

第
３
回
　
榛
原
区

「
鳥
見
山
公
園
」

鳥見山公園の風景

霊畤跡の石碑
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